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」
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か
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て
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口

　

光

　

俊

　

真
言
宗
徒
に
悉
知
の

古
歌
が

あ
る

。

い

つ

の

頃
、

誰
の

作
か

は

あ
き
ら

か

で

は

な
い

。

大
師
空
海
の

作
で

あ
る
と

言
慣
わ
さ

れ

て
、

信
仰

、

教
理
の

根
本
を

的
確
に

示
し

た

「

證
道

歌
」

で

あ
る

。

　
　
　
梵
字

　
　
　
阿

字
の

子
が

阿
字
の

ふ

る

さ
と

た
ち
い

で

て

ま

た

立

ち
返

る

阿

字
の

ふ

る

さ

と

　
当

論
の

小
題

「

ふ

た
Σ

ひ

か

の

故
郷
に

た

ち
か
へ

り
て
」

と
は

、

遁
世
の

歌

人
長
嘯

子
「

辞
世
」

、

詞

書
の

文
言
で

あ
る

。

こ

こ

で

は
、

木
食
應
其
を

始
め

と
し

て

同

時

代
を
生

き
た

僧
祐
宜

、

長
嘯
子
三

人
と
、

上

記
、

古
歌
に

係
る

他
の

歌
を
と

り
あ
げ
そ

の

心
を

考
察
す
る

。

「

再
び
」

と
は

、

「

立
ち
返
る

故
郷
」

と

は
、

「

そ
の

心
」

と

は

と
い

う
こ

と

で

あ
る

。
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一

　

木
食
應
其

、

天

文
五

年
（
一

五
三

六
）

生
、

慶

長
十
三

年
（

】

六
〇

八
）

寂
。

「

高
野
春
秋

編
年
輯
録
」
（
以

下
「

高

野
春
秋
」）

に

よ

れ
ば

、

天

正

元

年

（
一

五
七
三）

三

月
、

武

門

の

三

十
七

歳
は

発
心
入
道
し

て

高
野
山
に

登
る

。

「

自
ら

髪
を

薙
し
、

弓
を

折
り
杖
と

為
し
て
」

俗

縁
を

離
れ

、

世

を

謝
し

た
。

「

是
れ

世
間
変
化
の

感
慨

、

亡

君
の

幽
魂
追
悼
な

り
」

で

あ
っ

た
。

学
僧
政
遍
に

就
き

、

戒
を

受
け
諸
流
（
法
義
相

承
）

を

伝
え
る

（
密
教

大
辞
典
）

。

後
に

機
縁
あ
っ

て

秀
吉
の

護
持

僧
と

な

り、

そ

の

作
善
に

随
い

高
野
山
を
は

じ

め

諸

国
の

堂

社
仏
閣

、

新
旧

造

補、

八

十

一

棟
〔
慶
長
六
年
三

月
十
三
日

。

同、

文
禄
四
年
の

記）
。

出
家
遁
世

、

感
慨
の

歌
と

辞
世
の

歌
が
残
さ
れ
て

い

る
。

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
ヘ

　

　へ

　
秀

吉
第
下
に

あ
っ

て

應

其
は

里
村

紹
巴
に

、

長

嘯
子

、

北

政
所
ね
ね

を

叔

母
と

す
る

若
狭
の

少
将

木
下

勝
利
（
竜
野
侍

従
）

は
、

細
川

幽
齋
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（
「

縮
約
文
学
」

）

に

学
ん

で

い

る
。

　

根
来
山

学
僧
祐
宜
は
、

同
年
の

生
・

應
其
の

発
心

入
道

前
後
の

頃
、

永
禄

十
一

年
（
一

五

六

八
）

三

十
三

歳
の

時
よ

り
、

天
正
五

年
（
一

五

七

七
）

四

十
二

歳
、

八

月
八

日
の

記

録
ま
で

、

根
来
と

高
野
の

往
来
を
し
つ

つ

南

都
で

の

修

学
、

高
野

山

で

の

自
学

受
法
と

、

指
導

者
と

し

て

高
野
山
客

僧
へ

の

伝

授、

講
義
を

続
け
て

い

た
（

九

年
聞

）

。

こ

の

直
後

、

中
旬
こ

ろ

に
は

江
州
惣

持
寺
に

下

山

し
（

坂
本

考）
、

同
寺
に

お
い

て
、

高
野
で

の

講
義
録
「

阿
字
観
秘
傳

鈔
」

の

端
書
に

、

時
の

感

懐
を
示

す
「

阿

字
」

の

歌
を

録
し

た
。

　

應

其
は

高
野
一

山
に
と
っ

て

「

客

僧
」

（
勧
進
聖

に
属
す
）

と

し
て

、

秀

吉
か

ら
家
康
の

時
代
を
繋
ぐ

広
大
な

恩
恵
を

も
た

ら

し

た

人

物
で

あ

る
。

高
野

山
も
世
財
を
ま
っ

て

こ

そ

存
続
し

う
る

「

人
・

間
」

・
「

世

間
」

で

も

あ
っ

た
。

應
其、

事
跡
の

大
概
を

「

高
野

春
秋
」

の

記
事
よ

り
書
き
下

し

文
と

し

て

示

す
。

こ

の

時
代
の

高
野

山

史
は

應
其

、

生

死
の

記
録
で

も
あ
る

。

三

名
共
通
の

時
代

背
景
の
一

部
分
を

示
す
こ

と

に

な

ろ

う
。

　

天
正
元

年
（
一

五
七

三
）

三

月

　
日

。

木
食
應
其

、

入

道
登

山
。

是
れ

世
間

変
化
の

感

慨、

亡

君
幽
魂
の

追
悼
な

り
。

口

碑
集
に

云

う
。

應

　

　

其
、

元
来
佐
々

木
黨

。

気
稟
俶
儻

。

事
に

臨
ん

で

倦
ま

ず
。

中

年
越
智
阿
波
守
に

仕

う
。

阿
波
守
没
落
已

後
、

登
山

。

時
に

三

十
七

歳
。

　

　

十
一

月
五

日
、

自
ら

髪
を

薙
し
弓
を

折
り
杖
と

為
し
て

俗
縁
を

離
る

。

世
を
謝
す
る

歌
に
云

う
。

　

　
　
　

好
や
世
に

岩
根
の

小
松

　
年
経
と

も

　
待
見
も
又

　
木
枯
の

風

　
云
々

天
正
五

年
二

月
。

　

　

州
内
騒
動

　
是
れ

、

本
願
寺
門

徒
三

将
、

雑
賀
並
び

に

太
田

砦
を
築
き

、

信
長
公
と

敵
す
る

が

故
也

。

　

　
　
　
　
確

固

不

抜、

三

月
敵
将
降

参、

国
中
安
泰、

三

勝

将

帰
陣、

然

残
黨
未

静
。

　

同

年
二

月
十
八
日

、

根
来
老

衆
よ

り
来
書

。

自
方
、

已
に

御
身
方
に

参
ず

。

貴
山

に

於
い

て

も
怱
々

軽
々

、

出
勢
の

上
。

御
手
に

屬
せ

ら

　

　

る
べ

き

歟
云
々

。

山

徒、

勢
に

出
ざ
る

な

り
。

根
来
杉
坊

、

野
山
行
人

に

勧
む

。

和

順
を
欲
す
と
。

　

同
年
秋

八

月
。

国
中、

又、

騒

動
。

雑
賀
餘
黨
　
再

蜂
起
の

故
な

り
。

　

　
　
（
天
正
八

年
三

月
五

日、

荒

木
浪
人
五

士

來
奔、

山
内
に

隠
る
。

こ

れ
信
長
と
の

交
絶
の

因
と
な
る

。

同
九

年
秋
八

月
二

十
一

日
、

信
長
と

の

交
絶

。

同

晦
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日、

於

京
七
条
河
原
等、

高
野
聖

等
の

誅
。

冬
十
月
二

日、

高
野
攻
始
ま
る

。

天

正

十
年
六
月
二

日、

信
長

自
殺
に

よ

り
軍
勢
退
散。

記
事
を

略
す

。）

天

正

十
年
秋
八

月
二

十
一

日
。

僧

徒
、

地
士
等
の

軍
功
を

賞
す

。

各
、

品
、

有

り
。

天

正

十
三
（
一

五

八

五
）

年
三

月
二

十
二

日
。

　
　
根
来
寺
両
能
化

、

智
積
院
玄

宥
、

小

池
坊

專
譽

、

又

妙
音
院
を

號
す

。

来

奔
。

従
者
数
百
人

學
徒、

清
浄
心

院
谷
に

匿
る

な

り
。

是
れ

　
　
根
嶺

、

秀
吉
公

、

火
攻
め
に

遭

う
な

り
。

上

卒、

細
か

に

野

山

中

に

隠

る
。

今、

現
に

根
来

寝
と

號

す
。

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
マ

マ

　
同
年
夏
四

月
七

日
。

秀
吉
公
大

軍
　
雑

賀
よ

り
粉
河
に

到
る

。

使

節
を

當
山
に

立
て

し

め
三

箇
條
の

案
文
を

以
っ

て

諾
不
を

問
う

。

　
同
年
四

月
十
日

。

木
食
應
其

、

両
老
僧
（
南
院
主

宥
全、

遍
照
尊
院
快
音）

と

相
伴
い

祈
禧
の

巻
数
を

捧
ぐ

。

　
　
是
れ

御
使
節
に

應
ず
る

な

り
。

公
（

秀
吉）

即
、

三

僧
と

対
面

、

大
言
あ
り
。

（

言

肇

　
同
年
四

月
十
六
日

。

前
検
校
法
印
大
和
尚
良
運

　
　、

法
眼
空

雄
、

是

れ

行
人

修
験
一

臈、

並
び

に

應

其
、

幕
下
に

到
り
御
請
状
並
び

に
神

文

　
　
を

進
上

す
。

　
　

武
具
鉄
砲
以
下
こ

れ

を
用
ゆ
べ

か
ら

ず
。

寺

僧
行
人

等
、

向
後
仏

事
、

勤
行
を

専
ら

と

す
べ

き

事
。

1
右

、

三

僧

　
　
こ

の

盟

書
を

持
参
す

。

然
れ
ど

も
應

其
は

署
判
を
除
く

。

こ

れ

山

衆
僧
に

非
ざ
る

が

故
な

り
。

秀
吉
公
こ

れ

を

受
納
し

お

わ

る
。

　
　
一

山
、

興
て

平
な
り

。

應

其
を

携
え
て

大
阪
に

帰
陣
す

。

天

正

十
四

年
秋
七

月
二

十
］

日
。

金
堂
御

造
営

、

尊
謝
禮

。

木
食
上
人

應
其

、

学
侶
二

人

以
い

大
阪
登
城

。

　
　
直
に

台
顔
を
拝
す

。

御
前
（
應
其
上

人、

晶、

叱
、

聖
護
院
殿

、

紹
巴

。

）

、

学
使
両
院

。

そ
の

次
の

間
、

諸

大
名
列
座

。

御

諚
に

云

う
。

高

野

　
　
山

の

儀
は

、

二

世
の

御
願

所
に

永
代
こ

れ

を
立

置
く
上

は
、

寺
領
等

、

勿
論

、

相
違
あ
る
べ

か

ら

ず
云
々

。

（

晶
、

叱
は

、

昌
叱
）

　
同
年
八

朔
。

金

堂
経
営
の

告

報
あ
り

。

殿
下
、

應

其
の

成
功
の

亟
か

な

る

を

賞
賀
せ

ら

る

な

り
。

夏
中

、

紹
巴

参
篭

。

天

正

十
七

年
秋
七

月
。

應
其
上
人

、

学
侶
中
に

野

山

法
令
十
七
箇

條
を

示
諭
す

。

天

正

十
八

年
九

月
二

十
八

日
。

興
山
寺
落
慶

。

天
正

十
七

、

八

年
。

四

来
住
山
の

客
僧
を
應

其
上

人
、

勧
発

す
。

各
国
諸
所
の

勧
化
の

施

財

　
　
を

取
り
合
わ

せ

営
料
と

為
し

、

葬
谷
に

客
僧
学
校
を

創
立

す
。

自
身
　
本
願
な
り

、

行
人

勢
誉
を

看
守
と

な
し
去
年
以
来
勧

化
す

。

当

　
　
六

月
十
九

日
始
営

、

今
日

大
成
す

。

　
　
　

勿
論

、

四

来
の

客
僧
中

、

学
侶
の

衆
に

入
ら

ざ
る

者
、

興
山
寺
の

結
衆
に

列
し
て

、

論
議

223
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法
談
に

勉
む
な
り

。

文
禄
二

年
（
一

五

九

三
）

正

月
十
六

日
。

應
其
来

簡
云

う
。

集
会
の

人

数
十
箇
院
に

定
め

る
。

若

学
者
登
用

の

こ

と
。

十
箇
院
と

は
、

興
山
上

　
　
　
人、

北
室
院
快

旻
、

無
量
光
院
玄
仙

、

遍

照
光
院
良
尊、

櫻
池
院

龍
海

、

如
意

輪
寺
宥
政、

寶
性
院
政
遍
、

高
室
院
長
任

、

正
智
院

　
　
　
覚
深

。

古
来
の

集
会
衆
中

。

皆
非
学

。

故
に

今
般
の

選

挙、

之

を
用
い

ず
。

文
禄
三

年
三

月
三

日
。

秀
吉
公

、

公
卿
諸
公
を
以
い

登
山

。

青
巌
寺

　
入

御
。

應
其

、

善
美
を

尽
く
す

。

公

　
手
ず
か

ら

仏
前
に

春
巌
貞
松

　
　
大
禅
尼
公
（
公

母）

の

剃
髪
を

御
納

、

拝
礼

、

尊
詠
を

副
う

。

無
き
人
の

形
見
の

髪
を

手
に

触
れ

て

包
む

に

余
る

泪
か
な

し
も

　
ご

法
事

　
　
畢

。

斎
会

。

　
同
四

日
。

法
問
を
御

聴
聞

。

論
議

　
題
「

直
入
中

道
」

。

　
同
五

日
。

御
連
歌

興
行

。

公

　
御
発
句

。

年
を

経
た

老
木
も

花
や

高
野
山

。

　
　
脇
句
興
山

、

第
三

聖

護
院
主

、

就
中
細
川
藤

孝
、

及
び
由
己
、

紹
巴

、

昌
七

等
、

手
を

拱
き
跼
蹐
し

て

終
日

な

り
。

（

七

は
、

叱
）

　
同
六

日
。

御
能

興
行

　
同
七
日

。

大
阪
還
御

。

慶
長
三

年
（

一

五

九
八
）

秋
八

月
十
八

日
。

前
関
白
太
政

大
臣
秀
吉
公
、

伏
見
城
中
に

薨
ず

。

　
同
九

月
七

日
。

太
閤

殿
下
尊
骸
洛
東
阿
弥
陀
峰
に

殯
歛
す

。

應

其
上

人

　
葬
送
始

終
の

事
業
を
監

護
せ

り
。

慶
長
五

年
、

秋
九
月

　
日

。

木
食
應
其

、

伏
見
陣
中
よ

り
江
州
飯
道
寺
に

遜
る

。

こ

れ

関
原
西

、

敗
績
を
聞
く
に

依
る

。

十
五

日
な
り
。

慶
長
六

年
三

月
十
三

日
。

應
其
　
手
簡
を
以
っ

て

年
預
に

報
ず

。

　
　
章
に

云
う

。

我
ら

の

儀
、

大
部
あ
ら
ゆ
る

事
共
二

た
つ

さ
わ

り
た

る

上
に
て

候

問、

時
節
と

申
し

年
齢
と

申
し
、

旁
以
っ

て

態
成
れ
ど

　
　
も

、

浮
世
を
斟
酌

仕
り
候
は

て

叶
は

ざ
る

折

節
に

候
條

、

二

度
、

世
間
の

望
み
こ

れ

無
く
候

。

仍
っ

て

御
朱

印
の

儀
、

こ

の

方
に
一

通

　
　
も
こ

れ
無
く
候
云
々

。

木
上

行
年
六
十
七

。

慶

長
十
二

年
2
、

ハ

〇

八）

　
冬
十
月
朔

。

木
食
上

人
應

其
　
江

州
飯
道
寺
に

お
い

て

卒
。

門

弟
　
棺
柩
を
荷
擔
し

、

来
山

、

興
山
寺
塔

中
に

　
　
殯
歛
す

。

行

年
七

十
二
（

参
考
の

大
辞
典
に

は

十
三

年
と

あ
る）

。

辞
世

。
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梵
字

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梵
字

阿
た

し

世

を

廻

り
果
て

よ

と

行

月
の

け
ふ

の

入
日
の

空
に

ま
か

せ

吽

　

應
其

、

木

食
興
山

上
人
（
天

正

＋
四

年
＋
二

月
の

記、

褒

賞
、

木

食
興
山
上

人
之
號
を

称
す
る

を
賜

う
。

勅
額
拝
領）

と

も
称

す
。

應

其、

「

待
見
も

又

木
枯
の

風
」

と

決
し

て

「

世
・

間
」

、

「

人
・

問
」

の

「

世
」

を

謝
し
た

。

登

嶺
以
降

、

天
正

十
三

年
ま
で

、

「

高
野
春
秋
」

に

彼
の

記

録
は

な
い

。

こ

の

間
、

出
家
と

し
て

の

真
言
の

「

行
・

学
」

を

初
め

、

歌
も
作
り

「

無
言

抄
」

の

想
を
も

練
る

こ

と

に

努
め

て

お

り
、

歌
の

た

し

な
み

は
こ

の

時
よ

り
以
前
に

あ
っ

た

と

考
え
ら
れ
る

。

自
著
「

無
言
抄
」

三

巻
三

冊
は

、

天

正
七

年
起
稿

、

八

年
脱
稿

。

慶

長
八

年
刊
行

。

そ
の

間

数
次

、

紹
巴
の

校
閲
を

受
け
た

。

初
名
は

日

齋
、

字
は

順
良

、

楚
仙
と

号
し
た

。

（
「

縮
約

文
学
」

）

。

　
「

高
野

春
秋
」

に
よ

れ
ば

天

正
五

年
二

月
来

、

世
上

平
ら

か

な
ら

ず、

高
野
山
は

天
正
八

年
三

月
五

日
、

荒

木
浪
人
五

士
来

奔
の

こ

と
に

端
を
発
し

て
、

高
野
聖
等
の

誅、

天

正
九

年
冬
十
月
二

日、

信
長
勢
に
よ

る
高
野
攻

、

天
正
十
年
六
月
二

日
、

信
長
自
殺

、

寄
衆
俄
か

に

退

散
。

應
其
は

再
び

戦
乱
を
目
の

当
た

り
に

し
た

。

騒
乱
の

渦
中
に

あ
っ

て

山
内
大
衆
の

動
向

、

急
迫
す
る
一

山
の

状
況

、

そ
の

対
応
を

体
験

し

た
。

自
ら

か
、

他
か

ら

か
、

か
つ

て

武
門
に

あ
っ

た

見
識
と

判
断
を

示
さ
ざ
る

を

え
ぬ

事
態
を

迎
え

て

い

た
。

　
天

正

十
三

年
夏
四

月
七
日

、

十
日

、

秀
吉
が
三

箇
條
の

案
文
を

以
っ

て
、

高
野
山
に

去
就
の

諾
不
を

迫
っ

た

記
事
は

、

そ
こ

に

既
に

應

其

の

傑
出
す
る

判

断
と

決
断
が

示
さ
れ

て
い

た

こ

と
に

な

る
。

　
天

正

十
三

年
四

月
十
六
日
の

記
に

は
、

彼
は

未
だ

「

然
れ

ど

も
、

應
基
は

署
判
を

除
く

。

こ

れ

山
衆
僧
に

非
ざ

る

が

故
な

り
」

の

者
と
し

て
、

他
二

名
と

も
に

幕
下

に

到
り
御

請
状
並
び

に

神
文
を

進
上

し

て

い

る
。

こ

れ

に

代
わ
る

山
僧

無
き
が
ゆ

え
の

代
表
で

あ
る

。

秀
吉
は

「

應

其
を

携
え
て

大
阪
に

帰
陣
」

し

た
。

こ

こ

に

「

一

山
、

興
て

平
な

り
」

を
え
て
い

る
。

　
以

来
、

應

其
は

大
師
の

聖
域
と

往
来
し
つ

つ
、

「

世
・

間
」

の

真
っ

た

だ

中
に

あ
っ

て

客
僧
・

勧

進
聖
と

し
て

秀
吉
の

作
善

、

幕
閣
の

宗

教
政

策
へ

の

対
応
等
に

尽
力
す
る

。

　
天

正

十
七

年
秋
七

月
。

應
其
上

人
、

学
侶
中
に

野
山

法
令
十
七

箇
條
を

示
諭
す

。

に

は
、

「

是
れ
満
山
の

人

法
興
盛
の

た
め

に

依
る

な
り

。
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第
】
、

諸
寺
役

、

不
参

、

過
料
の

事
。

次
々

、

灌
頂
施

物
の

掟
。

行
人

、

客
僧

、

容
興
の

こ

と
。

加
行
等
の

次
第

。

濫
行
不
法
の

愚
僧
、

法

流
血

脈
の

糾
明
の

こ

と
。

　

　

慢
心
の

悪

僧
、

不

敬
の

傲
な

る

者
、

放
逐
せ

し

む
べ

き
こ

と
（
天
正

＋
三

年
四

月
＋

六
日

請
状

に

呼
応

す
る）
L

云
々

と

言
う

。

こ

の

十
七

箇
條
は

秀
吉
の

幕
閣

、

そ
の

意
を

戴
し

て

で

あ
る

よ

り
も

、

山
内
山
外
を

共
に

知
れ
る

者、

應

其
の

意
志
に

よ
っ

て

な
る

も
の

で

あ
る

。

　

ま
た

、

天

正

十
八

年
九

月
二

十
八

日
。

「

興
山
寺

落
慶
」

の

こ

と

は
、

高
野
山
に

お

け
る

四

来
の

客
僧
、

学
侶
の

衆
に

入
ら

ざ
る

衆

僧
の

た

め
の

学
校
創
立
で

あ
る

。

創
立
の

目
的
は

、

「

論
議

法
談
に

勉
む
」

と

あ
る

よ

う
に

、

彼

自
身
「

本
願
の

聖
」

と

し

て
、

勧
進
聖

、

行
人

（
元
来、

大
師

廟
、

山
内

寺
坊

等
の

香
華
飼
米
を
主
ど

り
、

寺
領
貢
賦

等
の

経
済
を
任
と

し
た
）

の

教
育
を

志
し
た

も
の

で

あ
る

。

衆
人
の

学
校
と
し

て
、

宗
旨
上
も
社
会
的
に

も

彼
ら
に

「

行
・

学
」

の

必
要
を

痛
感
し
た

の

で

あ
る

。

　

文
禄
二

年
（
一

五

九
三）

正

月
十
六
日

、

應
其
来
簡
云
う

。

集
会
の

人
数
十
箇
院
に

定
め

る
。

若
（
き）

学
者
登
用
の

こ

と
。

古
来
の

集
会
衆
中

。

皆
非
学

。

故
に

今
般
の

選

挙
、

之
を
用
い

ず
と

あ
る

。

　

寶
性
院
政

遍

は

慶
長
十
一

年
、

二

百
十
世
寺
務
検
校

。

無
量
光
院
玄
仙
は

慶
長
十
五

年、

二

百
十
一

世
寺
務
検
校
職
に

就
い

て

い

る
。

両

人
お
よ

そ

應

其
と

同

年
で

あ
る

。

政

遍
は

應
其
の

戒

師
、

二

歳

年
長
（
寳
性
院
・

寶
門

第
＋

四
世
）

。

政

遍
を
継
ぐ
玄
仙
は

検
校
職
に
ニ

ケ

年
、

慶
長
十
七

年
死
去
（
事
教
之

碩
徳、

達
魚
山

音
律、

究
法
論
之

幽
到）

。

無
量

寿
院

行
昌
（

壽
門
の

学
僧）
、

遍

照
光
院
良
尊

、

慶
長
七

年
頃
死
去

。

学

僧
頼
慶
の

師
、

前
二

者
よ

り
十

−
十
五

歳
年
長
か

。

他
は

不
明
で

あ
る

が
、

應
其
の

「

皆
非
学
」

を

除
く
意
図
は

達
せ

ら
れ

て
い

る

と

考
え

ら
れ
る

。

　

慶
長
六

年
三

月
十
三

日
。

木
上

行
年
六

十
七

。

應

其
　
手
簡
を
以
っ

て

年
預
に

報
ず

。

章
に

云

う
、

1
浮
世
を
斟
酌

仕
り
候
は

て

叶
は

ざ
る

折
節
に

候
條

、

二

度
、

世

間
の

望
み
こ

れ

無
く
候

。

仍
っ

て

御
朱
印
の

儀
、

こ

の

方
に
一

通
も
こ

れ
無
く
候

　
云
々

。

　

時
は

既
に

徳
川
の

世
で

あ
る

。

御
朱
印
の

儀
と

は

應

其
隠
退

後
の

山

内
の

問
題
に

か

か

わ

る
。

慶
長
五

年
十
一

月
三

日
。

東
将

軍
家
康
に

、

文
殊
院
勢
誉
が

木
食
上
人

跡
目

の

御
朱
印
を

冀
い

出
で

、

下

賜
さ

れ

た

問
題
で

あ
る

。

應
其
は

聖
、

行
人
の

た

め

に

造
っ

た

「

興
山

寺
」

の

看
守

、

運
営
を

行
人
で

あ
る

勢
誉
に

委
ね

て

い

た
。
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慶
長
六

年
夏
五

月
、

大

御
所
尊
前
に

お

け
る

学
侶
と

勢
誉
の

対
論
と
な

り
、

改
め

て

高
野
山

古
法
に

随
い

学
侶
方
に

朱
印
が

下

さ

れ

た
。

御
朱
印
は

、

寺
地
そ
の

他
の

財
政

、

権
利
に

か
か

わ

る

証
明
書
で

あ
る

。

学
侶
と

聖
、

行
人
の

教
法
の

指
導
力
と

、

そ
の

山
内
に

お

け
る

権

力
、

財
政
に

係
る

問
題
で

あ
っ

た
。

　

應
其
は

「

世
・

問
」
、

「

人
・

問
」

に

あ
っ

て
、

出
家

、

文
化
人
と

し
て

生
き
た

。

学
侶
に

も

問
題
は

多
々

あ
っ

た
。

こ

の

こ

と

に

関
し

て

應

其
死

去
直
後
の

時
代

、

慶
長
十
五

年
二

月
、

山

外
山

内
の

真
言
諸

大
寺
の

学
侶

、

僧
の

状
況
に

批

判
的
で

あ
っ

た

学
僧
頼
慶
は
、

家
康
の

意
を

戴
し

て

学
侶
の

淘
汰
に

着
手
し
た

。

し
か
し

「

一

山

門
主

、

碩

学
相
挙
っ

て

の

嫉
妬

、

偏

執
。

怨

言、

止

息
せ

ず
。

類
を
引
き

、

黨
を

設
く

。

」

こ

と

と

な

り、

彼
は

若
く
し

て

不
遇
の

う
ち
に

死
し

た
。

「

高
野

春
秋
」

の

編
者
は

こ

の

こ

と
を
お

し

み

嘆
い

て

い

る
（
参、

栂
尾）

。

　

慶

長
長
十
二

年
（
一

六
〇
八
）

冬
十
月
朔

。

木
食
上

人

應
其
　
江
州
飯
道
寺
に

お
い

て

卒
。

行
年
七
十
二

。

　

　
　
　

　
　
　
梵
字

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

梵
字

　

　
　
　

辞
世

。

阿
た

し

世
を

廻
り
果
て

よ

と

行
月
の

け
ふ

の

入
日
の

空
に

ま
か
せ

吽

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

梵
宇
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

梵
字

　

應

其
辞
世
の

歌
、

阿
と

は

阿
字
で

あ
り

、

吽
は

、

阿
に

始
ま
っ

て

吽
字
に

お
わ

る

ア
・

ウ
ン

で

あ
る

。

五

十

音
図
の

形
成
に

も

係
わ

る

悉

曇
・

梵
字

、

應
其

、

辞
世
は

ア

ウ

ン

の

呼
吸
に

関
係
し

て

い

る
。

　

ア
・

ウ
ン

の

呼
吸

。

日
々

の

用
心

、

臨

終
の

用

心
と

し
て

先
立
つ

時
代
に

「

新
義
」

（
高

野
山

学
僧
の

根
本
経

典
解
釈
と

対
立

す
る

新
し
い

解
釈

、

こ

れ
を

因
と
し

て

根
来
山
に

移
っ

た
）

の

祖
、

覚
鑁
上

人

は
こ

れ

を

母
上
に

親
し

く
文
し

て

い

る
。

「

阿

字
観
法
」

に

よ

る

生

死
の

超
越

。

そ

の

心

の

両

側
面
、

大
慈
悲
（
悲
に

伴

う
慈）

の

生

を

ど

う
生

き
る

か
、

同
時
に

自
ら
の

悲
を
い

か
に

超
越
し
え
て
い

る

か

と
い

う
こ

と
で

あ
る

。

　

應
其
遁
世
の

歌
は

そ
の

出
発
点
で

あ
っ

た
。

】

た

び
、

彼
は

こ

の

「

世
・

間
」

を

「

是
れ
世

間
変
化
の

感
慨
」

と
し
て

棄
て

た
。

再
び

、

秀

吉
の

第
下

に

あ
っ

て

「

世
・

間
」

の

た

だ
中

を

生
き
た

。

秀

吉
の

栄
華
と

、

滅
亡
と

、

権
力
の

暴

虐
を

も
再
び

目
の

当
た

り
に

し

た
。

「

阿
だ

し
世
」

の

真
っ

た

だ
中
に

あ
っ

て
、

そ
こ

を
ど

う
超

脱
し

て

生

き
た

か

で

あ
る

。

　
「

学
侶
中
に

野
山

法
令
十
七

箇
條
を

示
諭
す
」

を

初
め

、

「

興
山

寺
落

慶
」

の

こ

と
、

文
禄
二

年
正

月
十
六

日
。

應

其
来

簡
云

う
。

「

若

（

き）

学
者

登
用
の

こ

と
、

古
来
の

集
会
衆
中
、

皆
非
学

。

故
に

今
般
の

選
挙

、

之
を

用
い

ず
」

等
の

こ

と

は
、

旧
来
の

そ

れ
、

学

侶、

行
人

（

客
僧

、

聖）

の

対
立
の

歴

史
に

あ
っ

て
、

應
其
の

見
識
あ
る

判

断
が
示
さ

れ
、

高
野
山
内

部
か

ら
の

変
革
と

し

て

は
、

お

そ
ら

く
あ
り
え

な
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い

画

期
の

こ

と

が

ら

で

あ
っ

た
。

殊
に

興
山
寺
の

設
立

、

「

行
人
」

の

教

育
は

、

歴

史
的
に

も

重

要
で

あ
っ

た

と

考
え
る

。

し

か

し
そ
の

た

め

の

彼
の

営
為
は

後
に

雲

散
霧
消
し

た
。

興
山
寺
も

、

悶
着
の

あ
っ

た

青
岸
寺
も
歴
史
の

か
な
た

に

消
失
し

た
。

高
野
聖
の

末

路
は
、

五

来

氏
「

高
野

聖
」

の

結
び
に

記
さ

れ

て
い

る
。

　
学
侶
に

よ

る

大
師
教
学
の

訓
詁
注

釈
、

た
め

に

す
る

「

論
議
法
談
」

、

「

事
・

教
」

共
に

継
承
し
て

、

こ

れ

を

秘
密

、

口

伝
の

世

界
に

閉
じ

込
め

る

こ

と

等
は
、

彼
ら
の

上
昇
志

向
と

そ

の

権
威
づ

け
の

た

め

の

学
で

あ
り

、

こ

れ

ら
に

よ

っ

て

王

家

貴
族
（
没
落
の

歴
史）

を

初
め

、

時

代
の

権
力

者
に

認
め

ら

れ
、

寺
領
の

保
障
等
が

平
穏
裏
に

与
え
ら
れ

る
こ

と

等
以
外
の

何
物
で

も
な

か
っ

た
。

彼
ら
自
ら

が
耕
し

食

す
場
の

形
成
と

、

「

世
・

問
」

一

般
人
士

共
に

生

き
る

僧
と

し

て
、

言
葉
化
さ
れ
た

思

想
を

語
る

共

同
体
と

、

そ
の

場
を

形
成
す
る
こ

と

は

終
に

な

か
っ

た
。

　
真
言
教

団
に

、

近
世
末
期
に

い

た
る

歴

史
上
の

問
題
と

し

て

残
さ

れ

て

い

た

も
の

は
、

学
侶
に

と
っ

て

衆
生

教
化
と

は

い

か

な

る
こ

と

で

あ
っ

た

の

か

で

あ
り

、

呪
術
化
さ

れ

た

習
俗
と

、

そ

れ

を

生

き
る

「

世
・

間
」

で

あ
っ

た
。

真
言
教
団
は

高
野
を
は

じ
め

、

そ
の

歴

史
の

結

果
と

し

て

の

近

代
を
迎

え
る
こ

と

に

な
っ

た
。

こ

の

こ

と

に

つ

い

て

は

別
稿
に

検
討
す
る

。

　
「

高
野
春
秋
」

に

そ
の

業
況
を

見
る

限

り
で

あ
る

が
、

應
其
は

「

世
・

間
」

、

「

人
・

問
」

に

あ
っ

て
、

遁
世

、

脱
俗
の

学
僧
の

世
界
に
の

み
の

そ

れ

な

る
こ

と
を

求
め

て

い

た
の

で

は

な
い

。

ま

た
、

秀
吉
の

権
威
の

振
る

舞
い

と

の

学
侶

、

行
人

に

よ

る

反
感
を

さ

け
つ

つ
、

行
為

し

て

い

る
。

　
應

其
は

三

十
七

歳
に

し
て
一

度
世
を

捨
て

、

再
び

「

世
・

間
」

に

あ
っ

て
、

世
を

廻
り
果
て

よ

の

声
の

ま

ま
に

仏
道
を
生

き
た

。

「

世
・

間
」

、

阿
た

し

世
に

日
は

ま
た
登
り
「

け
ふ

の

入
日

」

は

廻
り
果
て

る

こ

と

は

無
い

。

應

其
若
き
日
の

遁
世
の

歌
、

「

年
経
と

も
　
待
見
も
又

木
枯
の

風
」

、

私
は

こ

の

歌
を
こ

そ
偲
ぶ

の

で

あ
る

が
、

こ

こ

に
三

度
「

人
・

間
」

「

世
・

間
」

を

棄
て

た

の

で

あ
る

。

　
「

世

間
」

に

あ
っ

て
、

時
代
の

多
彩
な

文
化
的
行

動、

仏

教
の

行
事
祭
礼

、

行
人

勧
学
の

興
山

寺
の

造
営

、

野
山

法
令
十
七

箇
條
の

示
諭

等
、

こ

れ

ら

を

通
し

て

「

廻
り
果
て

る
」

べ

く
生
き
た

の

で

あ
る

。

世
の

有
為
転
変
の

事
実
を
前
に
、

そ

の

全
て

を

諦

観
し

て
の

ア
・

ウ
ン

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　ヘ
　

　
ヘ

　

　
へ

で

あ
っ

た
。

こ

の

最
後
は

「

や
は

り
」
、

「

こ

れ

ま
で
・

吽
」

と

自
得
し

て

の

示
寂
で

あ
る

。
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ヘ

　
ヘ

　
　

　

　
　
　
　
　

ヘ

　
ヘ

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

　
　
ヘ
　
へ

　

日
々

の

阿
吽
は

永
久
の

阿
吽
で

あ
る

。

再
び
の

故
郷

は

そ

こ

に

既
に

あ
っ

た
。

阿

吽
の

心
を
も
っ

て

諦
観
し
た

仏
道
を
生
き
た
人

物
で

あ

る
。

　
「

高
野

春
秋
」

永
正

十
六

年
（

一

五
一

九）

の

記
に

、

「

秋
八

月
十
五

夜

入
寂
」

と
し

て

関

東
に

密

教
を

広
め
た

と
さ

れ

る

高
野
山

無
量
光
院

の

学
匠

、

阿

闍
梨
印
融
の

行
業
と

も
に

辞
世
の

歌
が
載
せ

ら

れ

て

い

る
。

　

　
　
　

　
　
　
梵
字

　

　

ウ
マ

ル

ル

モ

阿
字
ヨ

リ
来
レ

バ

死
ス

ト

テ

モ

本
ノ

不
生
二

帰
リ
コ

ソ

ス

レ

　

更
に

遡
っ

て
、

醍
醐
寺
座
主
、

報
恩
院
流
祖

、

憲
深
（

＝

九
ニ

ー
一

二

六
三
）

は
、

そ
の

「

宗
骨
鈔
」

に

真
言
行
者
の

日

常
の

用
心
九
個
條

、

行

法
と

教
理

に

よ

る

当
流
の

究
極
の

心
、

「

宗
骨
」

を

明
晰
に

提
示
し

て
い

る
。

そ

の
一

つ
、

現
世

後
生

を
分
別

す
べ

か

ら

す
。

三

世

常
住

の

生

界
仏
界
一

如

平
等
な

り
と

観

ず
べ

し
。

　

過
、

現
、

未
の

三

世
と
い

う
。

真
実
に

は

世
は

無
始
無
終

、

常
住

不
変
で

あ
る

。

衆
人
は

未
生
・

生
・

死
と

分
別
し

、

現
在
の

生

界
、

死

後
の

後
世
と

す
る

。

覚
れ
る

者
よ

り
す
れ

ば
、

仏

界
は

三

世
常
住
に

し
て

何
ら

変
易
す
る

と

こ

ろ

で

は

無
い

こ

と

を

観
ぜ

よ

と

の

意
で

あ
る

。

　

　
　
　

　
　

三

　

根
来
山
学

僧、

後
の

智
積
院
第
二

世
祐
宜
は

應

其
と

同
年
の

誕
生

で

あ
る

。

天

文
五

年
生
、

慶
長
十
七

年
2

六
一

二
）

十
一

月

十
一

日

智

積
院
に

寂

す
。

運

敞
撰
「

結
網
集
三

巻
」

に

小
伝
が
あ
る

。

　

永
禄
八

年
（
一

五
六

五
）

三

十
歳
の

時
、

根
来
交

衆
（
修
学）

了
後

、

同
所
と

高
野
山
を

往
来
し
つ

つ
、

高
野
山
に

て

客
僧
へ

の

講
義
を

し
て

い

た
。

天

正

五

年
八

月
八

日
、

高
野
で

の

「

阿
弥
陀

法
」

伝
授
の

直
後

、

中
旬
こ

ろ

に

は

江

州
惣

持
寺
に

下

山
し
（
以
下

坂
本
考
）

、

同

寺
に

お

い

て
、

高
野
で

の

天
正
五

年
七

月
　
日
の

講
義
録
「

阿
字

観
秘
傳
鈔
」

の

端
書
に
、

彼
の

感
懐
を

示
す
「

阿
字
」

の

歌
を

録
し

て

い

る
。

　

祐
宜
、

天

文
五

年
（

一

五

三

六
）

、

下
野
国

都
賀
郡
西

方
村
に

生
ま

れ

る
。

字
は

長
善

。

慶

長
十
七

年
（

＝
ハ

一

二
）

十
一

月

十
一

日

智
積
院
に

寂
す

。

享
年
七

十
七

歳
。

　

祐
宜
は

天

文
二

十
年

、

十
六

歳
、

同
所
正

安
寺
で

出

家
。

永
禄
三

年
（
一

五

六
〇）

、

二

十
五

歳
、

根
来
山
に

上

り
日

秀、

頼
玄

、

甲
斐
景
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巌
、

ま
た

醍
醐
の

尭
雅
等
に

就
き

南
都
北

嶺
に

学
ぶ

。

永
禄
八

年
（
一

五
六
五
）
）

三

十
歳

、

根
来

交
衆
（
修
学）

了

後
、

永
禄
十
一

年
（
一

五

六
八
）

三

十
三

歳
の

時
よ

り
、

天

正
五

年
（
一

五

七

七）

四
十
二

歳
、

八

月
八

日

の

記
録
ま
で

、

根
来
と

高
野

の

往

来
を

し
つ

つ

南
都
で

の

修
学

、

高

野
山
で

の

自
学
受
法
と
、

指
導
者
と
し
て

の

伝
授

、

講
義
を

続
け
て

い

る
（
九

年
間
）

。

　

祐
宜
は

既
に

指
導
者
で

あ
る

。

例
え
ば
、

天

正

四

年
（
一

五
七
六
）

四

十
一

歳
の

時
、

七

月
二

十
　

日
よ

り
七

月
二

十
七

日

ま

で
、

高
野
山

に

て

諸
国
よ

り
登
山

の

衆
に

「

十
八

道
」

の

伝
授
を

行
う

。

天
正

五

年、

四

十
二

歳
の

時
、

四

月
十
八

日
、

諸
国
の

衆
僧
三

十
四

人
に

望
ま

れ

「

護
摩
」

の

伝
授
を

行
う

。

　

同
年
七

月
、

日
。

諸
国
之

衆
の

所
望

に

よ

り
根

来
寺
中

性
院
聖
憲
の

「

病
中

寓
言

　
阿

字
観
」

を

読
む

と
し

て
、

自
ら
の

研
究

「

阿

字
観

秘
傳
鈔
」

を
講

ず
等
々

で

あ
る

。

諸
国
よ

り
登
山
の

衆
（
客
僧
）

を

対
象
と

し
た

基

礎
的
行
学
の

講
義
で

あ
る

。

　
こ

の

「

阿

字
観
」

講
義
は

、

「

礼
拝
行
」

を
始
め

と

す
る

、

先
の

「

十
八

道
」
（
自
心
を

清
め
、

＋
八
の

シ

ン

ボ
ル

に

よ

っ

て

如
来
を
迎
え

、

如
来
と

の
一

体
を

観
想
す
る）

等、

最
終
の

「

護
摩
」
（
内
な
る

煩
悩
を
焼
き

清
め
る

行
法
）

の

伝
授
の

内
容
に

そ
っ

た

具
体
的

意
味

、

心

の

置
き

所
を

講
じ

る

も
の

と

な
っ

て
い

る
。

　

應

其
入
山
は

天

正

元
年
2
五

七
三
）

三

月
で

あ
る

。

こ

の

時
、

山
の

誰
を

頼
っ

た
か

明
ら
か
で

は

な
い

が
（

行
人
か

、

戒
師
学
僧
政
遍

か
）

、

祐

宜
の

天

正

四

年、

天

正
五

年
等
の

諸
国
の

衆
へ

の

基

礎
行

学
の

講

義
を

、

入
山

し

た

ば

か

り
の

客
僧
應

其
が

、

聴
聞
し
た

可
能

性
が

無
か
っ

た
と

は
い

え

な
い

。

　

應

其
の

、

天
正

十
七

年
秋
七

月
。

野
山

法
令
十
七

箇
條
を

示
諭
す
に

は
、

「

次
々
、

灌

頂
施
物
の

掟
、

行
人

、

客
僧

、

容
興
の

こ

と
、

『

加

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
け

ぎ
ょ

う

行
等
の

次
第
』
」

云
々

と

言

う
。

「

加

行
」

と
は

礼
拝
行
を

始
め

と

す
る

十
八

道
等
の

行

法
を
指
し
て

い

る
。

自
ら

の

体
験
に

よ

る
、

指
導
者、

修
行
者
当
人
の

在
り
方

、

期
間
等
が

問
題
と

さ
れ

て

い

た

と

考
え
ら

れ

る
。

　

天
正

五

年
二

月
に
は

次
の

如
く
記
さ

れ

て

い

る
。

（

高
野
春
秋）

州
内
騒

動
、

本
願
寺
門

徒
三

将

　
　
　

信
長
公
と

敵

す
る

が
故
也

。

ー
確
固

不

抜、

国

中

安
泰、

然
残
黨
未
静

。

　

同
年
二

月

十
八

日
、

根
来
老
衆
よ

り
来
書

。

自
方

、

已
に

御
身
方
に

参
ず

。

　
　

御
手
に

屬
せ

ら
る

べ

き

歟
云
々

。

山
徒

、

勢
に

出
ざ
る
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な
り

。

根
来
杉
坊、

野

山
行
人
に

勧
む

。

和

順

を
欲
す
と
。

　

同

年
秋
八

月
。

国
中

、

又、

騒
動

。

雑
賀
餘
黨

　
再

蜂
起
の

故
な

り
。

　

天

正

五

年
八

月
八

日
、

（
祐
宜
）

、

高

野
山

に
て

諸

国
の

衆
の

所
望
に

よ

り
阿
弥
陀

法
の

伝

授
。

（
坂
本）

世
上

の

騒

動
は

、

当

然、

祐
宜
の

学
所
根
来
山
に

も

及
ん

で

い

た
。

祐
宜
は

、

先
の

高
野
で

の

最
終
講
義
の

記
録、

天

正
五

年
八

月
八

日

以

降
、

中
旬
か

、

江
州
惣
持
寺
に

下

っ

て
い

る
。

（
以
降
不
明

、

資
料
欠）

、

天

正
七

年
六

月
に
は

郷
里

、

下
野
宇
都

宮
金

剛
定
寺
に

て
、

諸
国
の

衆
に

講
義
を
し

て

い

る
。

　

祐
宜
は
、

江

州
惣
持
寺
で

、

天

正
五

年
七
月

　
日
の

講
義
録
に

「

ア

字
観
秘

傳
鈔
」

了
と
し

て
、

以
下

を

後
記
し
て

い

る
。

こ

の

講
義
は

、

以

下
の

記
録
よ

り
以
前
の

こ

と

で

あ
る

。

　
こ

れ

に

は
、

根
来
寺
中
性
院
聖

憲
の

「

病
中

寓

言

　
阿
字

観
」

が
書
か

れ

た

由
来
を

記
し
た

の

ち
、

「

こ

の

た

び
、

高
野
山
に

於
い

て

諸
国

の

衆
、

所
望
に

よ

り
こ

れ

を

読
む

。

そ
の

次
い

で

に
、

こ

れ

を

書
き
入

れ

了
わ

る
。

追
々

清
書
す
べ

き
な

り
。

努
々

、

不
可

他
見
耳
（
也）

。

境
節
江
州
惣
持
寺

、

下

向
の

砌
、

隙
な

き
故
に

早
々

に

之

を

記
す

。

本
国
野
州
の

住
、

長

善
　
実

名

　
祐
宜

　
春
秋
四

十
二
哀
々

。

（

大
正

大
学

図
書
館

蔵
写
本
で

は
こ

の

「

哀
々
」

は

次
の

頭
の

文

言
と
な
っ

て

い

る）

天
正
五

年
閏
七

月
二

十
日
、

慈
父

漠
達
道

播
公

、

庵
主
、

第
七

年
忌
命
日

に

あ
た
っ

て

之

を

記
し

お

わ

る
。

こ

の

「

同
一

性
故
入
阿
字
」

の

観
に

依
っ

て

速
や

か

に

大

覚
の

位
を

證
し

給
う
べ

き
こ

と

疑
い

無
き
者
歟

。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　

梵
字

向
後

、

自
然

、

御
】

覧
の

旁
者

、

単
へ

に

道
播
公

に
、

阿
字
一

遍
の

廻
向
を
預
か
る

べ

き

者
な
り

」

。

　
　

あ
じ

き
な

や

半
ば
過
ぎ

行
く
身
と

な
れ

ど

と

う
ざ
か

り
ぬ

る

ア

字
の

ふ

る

さ
と

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（

仮
名
が

き
と
し

た
。

ア

は

梵
字
で

書
か
れ

て

い

る）

　

後
記
に

父
の

命
日
と

し

て

「

天

正
五

年
閏
七

月
二

十
日

」

と

あ
る

。

既
に

祐
宜
は

、

江
州
総
持
寺
に

来
着
し
て
い

る
。

前
掲
の

八

月
八

日

の

講

義
録
も

、

当
所
で

記
を

録
し

て

い

る
。

　

後
記
の

「

春
秋
四

十
二

祐
宜

哀
々
」

の

「

哀
々
」

に
つ

い

て

先
ず
考
え
た
い

。

祐
宜
の

人
物
像
を

示
し
て

重

要
で

あ
る
と
、

二

つ

の

こ

と

を

考
え
る

か
ら

で

あ
る

。

　
一

は
、

前
記

大
正

大
学

蔵
写
本
に

よ
っ

て

「

哀
々
」

を
、

尊
父

に

対

す
る

彼
の

思
い

を

表
明
す
る

も
の

と

考
え
た
こ

と

で

あ
る

。

「

坂
本
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考
L

を

確

認
す
る

に
、

「

春
秋
＊

＊

歳
哀
々

」

は
、

彼
の

無
数
に

残
さ

れ

て

い

る

受
講

本
、

講

義
録

本
の

多
く
に

、

そ

の

功
な

り
遂

げ
る

智

積
院
能

化
（
現
代
の

大

学
学
長、

総
長）

の

時
代
に

ま

で
、

三

十
一

度
に

及
ん

で
い

る
。

そ
の

始
ま

り
は
、

や

は

り
と

考
え
る

元
亀
三

年
（
一

五
二

七
）

三

十
七

歳
の

時
、

七

月
五

日
の

記
載
か

ら

で

あ
っ

た
。

尊
父
は

こ

の

前
年

、

元
亀
二

年
十
月
二

十
日

に

没
し

て
い

る
。

　

彼
は

根

来
山
交

衆
、

衆
了
後
の

永
禄
八

年、

八

月
二

十
六
日

、

醍
醐
寺
に

至
り

、

僧
正

尭
雅
よ

り

無
量
壽
院
流
の

許
可
を

受
け
た

。

「

従

　
　

　
ヘ

　
　
ヘ

　
　
へ

根
来
寺
下

国
次
二

上
ル

、

印
可

執
行
」

と

あ
る

。

　

公
的
資

格
の

許
可

、

免
状
が

あ
た
え
ら
れ
た
の

で

あ
る

。

修
学
了
を

報
告
す
る

た

め

に

郷
里
に
一

度
帰
っ

て

以
来

、

尊
父
と

の

再
会
は

無

か
っ

た

如

く
で

あ
る

。

母
の

こ

と

は

何
も
ふ

れ

ら

れ

て

い

な
い

。

記
に
も
庵
主

と

あ
る

如
く
父

は

晩
年
入
道
し

て
い

る
。

彼
の

自
立
の

時
ま

で

の

長

期
に

わ
た

る
、

父

に

よ

る

資
財
支

援
に

支
え
ら

れ

て

の

学
業
で

あ
っ

た

と

し

て

も
、

一

た

び

の

再
会
の

後
、

ま
た

の

時
を

得
る

こ

と

も
な

く
、

生

涯
を

尊
父
へ

の

思
い

を
抱
き
つ

つ

出

家
と

し

て

仏
道
を
生
く
る

こ

と
、

世
縁
を

絶
っ

た

と

は

言
え
す
ぐ
れ
て

貴
い

も
の

が

あ
る

と

考
え
る

。

　
一

は
、

「

般
若
心

経
秘
鍵
」

（
大
綱
序
）

の

次
の

文
、

「

そ
れ
仏

法
は
る

か

に

あ
ら

ず
、

心
中
に

し

て

す
な
わ

ち
近
し

。

真
如

外
に

あ
ら

ず
、

身

を

棄
て

て

い

ず
く
ん

か
求
め

ん
。

迷

悟
わ

れ

に

在
れ

ば

発
心
す
れ
ば

す
な
わ

ち
到
る

。

明
暗
他
に

あ
ら
ざ
れ

ば

信
修
す
れ

ば
た

ち
ま
ち
に

證

す
。

哀
れ

な
る

か

な
、

哀
れ

な
る

か

な
、

長
眠
の

子
。

　
　
」

で

あ
る

。

　

教
徒
は

、

入
門
の

時
点
で

必
ず
こ

れ

を

読
む

。

祐
宜
は

「

哀
れ

な
る

か
な

、

哀
れ
な
る

か
な
」

を

自
分
の

こ

と

と

し
て

励
ま

し
つ

つ

修
学

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
へ

を

続
け

、

そ
の

確
認
の

た
め

に

年
齢

、

名
の

下
に

小
字
で

、

記
す
る
の

で

も
あ
っ

た

か
と

考
え
る

の

で

あ
る

。

い

ず
れ

に

せ

よ

「

哀
哀
」

悲

　
　

　
　
　
へ

し
い

か

な
、

哀
し
い

か

な
の

語
源
が

、

こ

こ

に

あ
っ

て

も
お
か

し

く
は
な
い

。

　
「

同
一

性
故
入
阿
字
」

と

は
、

先
に

「

そ
れ
仏

法
は

る

か
に

あ
ら

ず
、

心
中
に

し

て

す
な

わ
ち

近
し

。

真
如

外
に

あ
ら

ず
」

と

あ
る

よ

う

に
、

大
日

如
来
と

同
一

性
と

し
て

、

人
は

、

覚
り
の

心
を

本
来
内

在
し

て

い

る

の

で

あ
る

。

こ

れ
、

祐
宜
の

確
信

、

「

観
に

依
っ

て

速
や

か

に

大
覚
の

位
を

證
し

給
う
べ

き
こ

と

疑
い

無
き
者
歟
」

で

あ
る

。

こ

こ

で

は
、

再
び

そ
の

阿
字
に

立

ち
返
る

の

で

あ
る
か

ら
、

そ
の

気
持
ち

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

梵
字

で
、

私
の

研
究
「

阿
字
観
秘
傳
鈔
」

、

「

御
一

覧
の

旁
者

、

単
へ

に

道
播
公
に
、

阿

字
一

遍
の

廻
向
を
預
か

る

べ

き
者
な
り

」

と

い

う
の

で

あ
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る
。

　
「

下

向
の

砌
、

隙
な

き
故
に

早
々

に

之

を

記
す
」

と

あ
る

。

「

同
年
秋
八

月
。

国
中、

又
騒

動
。

雑
賀
餘
黨

　
再
蜂
起
の

故
な

り
」
（
「

高
野

春

秋
」）

の
、

情
報
は

伝
わ
っ

て

い

た
。

身
辺
の

整
理
で

あ
る

。

世
上

の
、

根
来
学
所
の

、

師

匠
を

始
め

朋
友
へ

の

深
慮

、

自

身
の

身
の

振

り
方

な

ど

の

行
動
で

あ
る

。

　

高
野
山
よ

り
、

こ

れ
を
記
し
た
江
州
惣
持
寺
に

下
る

途
申

、

あ
る

い

は

上

記
不
明
の

期
間
に

、

学
所
根
来
に
立
ち
寄
っ

て

様
子
を

知
っ

た

上

で

の

帰

郷
で

あ
っ

た
。

幸
か

不
幸
か

、

天
正

九
年
冬
十
月
の

高
野

攻
く

信
長
自

裁
に

よ

り
退
散
）

の
こ

と
も

、

秀
書
に

よ

る

根
来
山

敗
亡
も

、

應
其
の

そ
の

後
の

活
動
も

、

実

見
、

遭
遇

す
る

と

こ

ろ
で

は

な
か
っ

た
。

　

天
正
十
三

年
（
一

五
八

五
）

三

月
二

十
ニ

ロ
。

秀

吉、

根
来
火
攻
め

の

後
、

「

新

義
の

徒
、

根
来
寺
能

化
二

人
、

従
者
数
百
人

学
徒、

高
野

山

来
奔
」

と

あ
る

。

哀
れ
な
る

か

な
、

哀
れ
な
る

か

な
で

あ
る

。

　

彼
の

こ

の

陦
の

歌
は

、

自
ら
の

学
業
が
遅
々

と

し
て

深
ま
ら
ぬ

こ

と

を
言
う
の

で

は
な
い

。

学
所
根
来
山

の

状

況、

後
の

急
迫

す
る

様
子

を

も
知
っ

た
上
で

、

法
城
で

あ
る
べ

き
両

学
山
と

、

撞
上

を

予
感
し

て
の

、

こ

の

地
を
去
る
こ

と
の

心
情

「

あ
じ
き

な
や

、

と

う
ざ
か

り
ぬ

る
」

な
の

で

あ
る

。

　

祐
宜
は

自
ら
が

講
読

、

教
授
し
た

聖
憲
作
「

病
中
寓
雷
阿

字
観
」

鈔
ハ
そ
の

実
践
的
解
釈
の

全
て

を

首
肯
す
る

も
の

で

は

な
い

が
）

の

「

阿
字
の
一

刀

を

八

識
の

田

中
に

下

し

て
、

生

死
ま
た

斬
り
涅
槃
ま
た

斬
る

。

生
死

涅
槃
は

猶
し

昨
の

夢
の

如
し

矣
」

を
そ

の

心
と

し
て

「

阿
字
本
不
生
」

の

確
信
の

も
と

学
・

行
に

わ

た

る

指
導
者
と

し
て

生
き
た

。

運
敞
撰
「

結
網

集
」

の

小
伝
は

そ
の

片
鱗
を

伝
え
て

い

る
。

　
こ

れ

よ

り
後
の

真
言
の

人
々

に

も
、

「

本
不
生
」

の

心
を

詠
む

者
が

あ
っ

た
。

慈
雲

尊
者

、

葛
本
山

人
。

享
保
三

年
（
一

七
→

入）

文
化
元

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
ヘ

　

　
へ

年
二

八

〇
四
∀

没
。

真
言

宗
正

法
律
の

開
祖

、

大
衆
に

「

十
善
戒
」

を

勧
め

た
。

彼
は

大
蔵
経
に

残
さ

れ

た

阿

吽
に

か

か

わ

る

イ
ン

ド

古
典

語
ハ

仏
教
蠻
語）

を

抽
出
し

、

そ
の

言
語
の

読
み

と
、

意
味
を

班
究
し
て

「

梵
学
律
梁
」

蛮

○
○
○

巻
）

を
残
し

た
。

近

代
に

先
駆
け
て

の

言
語

学

者
で

も
あ
る

。

釋
教
歌
詠

、

「

慈
雲
尊
者
和
歌
集
」

に

次
の

歌
が

あ
る

。

　
　

有

漏
の

身
の

草
葉
に

か

か

る

露
な

る

を

や
が

て

は

ち
す
の

う
え
と

ち

ぎ
ら

ん
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世
を

秋
の

露
と

き
え
ま

く
お

も
ひ

出
に

月
や

あ
ら
ぬ

と

な
が

め

て

ぞ
ふ

る

　

　
ひ

と

の

世
や

来
る

處
な
し

去
る

も
な

し

不
生

不
滅
の

わ

れ

な

ら
ぬ

か

は

　

　
年
月
の

う
つ

る

に
つ

け
て

み

な

人

の

死
ぬ

る

こ

と
な

き
世
こ

そ

た

の

し
き

　
慈
雲
の

弟
子
天

蘆
懐
圓
（
一

七
四

五

−
一

八

二

五
）

は
、

「

阿

字
観
法
」

を

勧
め

、

阿
波
宮
島
に

居
し
て

道
俗
の

問
い

に

答
え
た

僧
で

あ
る

。

こ

こ

に

引
用
の

書
も
居
士

、

二
、

三

の

善
友
が
版
行
し
て

い

る
。

　
新
古
今

、

玉

葉
集

、

続
拾
遺
集
等
を

引
く
中
で

、

先
の

「

阿
字
の

子
」

の

歌
を

、

弘
法
大
師
の

歌
と
し

て
い

る
。

彼
の

行
境
の

幾
分
か

は

知
る

と
こ

ろ

で

あ
る

が
、

彼
は

高
祖
大
師
の

歌
と
し

て
、

「

今
は

は

や

後
世
の

勤
め

も
せ

ざ

り
け
り
阿
吽
の

二

字
の

あ
る

に

ま
か

せ

て
」

と

言

う
。

こ

れ

は

彼
の

法
話
の

な
か
で

の

方

便
で

あ
ろ

う
（

安
心
小
鏡）

。

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　Servloe

四

　
上

来
、

空
海
の

実
践
哲
学
・
「

阿

字
観
」

に

よ
っ

て

生
き
た
二

人
と

、

そ
の

前
後、

出

家
の

「

證
道
歌
」

を

見
た

。

こ

こ

に
、

「

阿
字
観
」

の

心
の

側
面
を

伝
え
る

小
題
の

文
言

、

長
嘯
子
の

「

ふ

た
」

ひ

か

の

故
郷
に

た

ち
か
へ

り
て
」

、

辞
世

、

詞
書
に
つ

い

て

考
察
す
る

。

　
以
下

は

石
川

淳
「

江
戸

文
学
掌
記
」

所

収
、

「

長
嘯
子
雑
記
」

に

よ

る
。

氏
に

よ
っ

て

長
嘯
子
の

特
異
の

歌
人
と

し

て

の

あ
り
よ

う
を

確

認

す
る

。

歌
人

長
嘯
子
、

永
禄
十
三

年
（
元
亀
元

年
一

五

七
〇

年）

生
。

慶
安
三

年
（

ー
ハ

五
〇、

或
は
二

年）

寂
。

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
ヘ

　
　

へ

　

長
嘯
子
と
は
、

太
閤
秀

吉
の

母

大
政

所
の

兄
、

家
定
の

子
に

し

て
、

北

政
所
ね
ね
を

叔
母
と

す
る

若
狭
の

少
将
木
下

勝
利
（

竜
野
侍

従
）

で

あ
る

。

天
正

十
八
年
二

五

九
〇）

二

十
二

歳
、

秀
吉
小
田
原
攻
め

に

侍

従
（
「

あ
つ

ま
の

み

ち
の

記
」

）
。

天

正
二

十
年
（

文
禄
元
年）

二

十
四

歳
、

文
禄

の

役
に

随
行
（
「

九
州
の

道
の

記
」

∀

等
が

あ
る

。

秀
吉
は

、

侍
従
長
嘯
子
の

歌

興
を
好
感
し
て

い

る
。

　

慶
長
六

年
2
六

〇

こ

三

十
二

歳
、

関
が

原

合

戦
の

後
、

高
臺
寺
に

あ
る

北
の

政

所
ね

ね
の

愛
顧
を

受
け
て

、

東
山
に

剃
髪
隠

棲、

後
に

西
山

に

移
る
（

「

山

家
記
」）

。

歌
を

細
川

幽
斎
に

学
ぶ
（
「

縮
約
文
学
」

）

。

こ

れ

に

よ

れ

ば
、

歌
人
長

嘯
子
の

生

涯
は

お

よ

そ

前
期
．

青

年
時
代

、

桃
山

聚
楽

第
の

盛

時
。

中
期
、

東
山

時
代
「

桃
山
ぶ

り
」

の

隠
棲

。

こ

れ

よ

り
四

十
年
後

、

晩
期

、

西
山

隠

棲
時
代

。

中
期
の

時
代
が

彼
に
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と
っ

て

最
も
長
い

隠

士
、

幽
人
時
代
で

あ
る

。

　

氏
の

、

「

世

捨
て

の

歌
人
」

の

特
色
を

示
し

そ
の

人
物
を

語
る

言
葉
が

あ
る

。

　
　

後
の

談
林
派
中
、

は

な
は

だ

長
嘯
子
を
よ

ろ
こ

ぶ

風
気
が

あ
っ

た
。

こ

の

風
気
は

芭

蕉
に

お

よ
ん

で

蕉
門
に

も
絶
え
な
い

。

歌
人

長
嘯

　
　

子
の

筋
が

俳

諧
の

ほ

う
に
つ

た

わ
っ

た

因
縁
（
が

あ
る）

と

し

て
、

芭
蕉
の

句
、

「

長
嘯
の

墓
も
め

ぐ
る

か
鉢
た

た

き
」

を
揚

げ
、

次
い

で
、

　
　

そ
の

風
気
と

因

縁
に

繋
が
る

長
嘯
子
の

「

は

ち
た
」

き
L

の

歌
を
詞
書
き
と

と

も
に

掲
げ
て
い

る
。

（

頁
二

二

六、

七
）

　

氏
は

云

う
。

か
ね
て

好
み
の

化
鳥
ほ

と

と

ぎ
す
を

あ
し

ら
っ

て
、

月
雪
の

あ
わ

れ

の

ほ

か

に
、

寒
夜
の

す
ご

み

を
き
か
せ

た
。

隠

棲
の

身

の

振
方
も
、

風
雅
の

あ
そ
び

の

こ

こ

ろ
い

き
も

、

「

い

つ

よ

り
有
る

と

も
し

ら
ぬ

ふ

る

き
な

り
ひ

さ
こ

の

器
」

に

お
い

て

お
の

ず
か

ら
出

そ

ろ
っ

た

け
し
き
で

あ
る

と
。

こ

の

「

い

つ

よ

り
有
る

と
も
し

ら
ぬ

ふ

る

き
な

り
ひ

さ
こ

の

器
」

、

「

つ

な

が

り
て

食
わ

れ
ざ
る

も
の
」

は
、

氏

の

歌
人
長
嘯
子

像
を

象
徴
す
る
（
頁
二

二

八
）

。

　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
ヘ

　

　
へ

　

詞
書
に

は
、

歌
の

由
来
と
な

る

持
仏
の

具
に

得
た

「

ふ

る

き
な

り
ひ

さ
こ

の

器
」

の

こ

と
が

記
さ

れ
、

蓋
の

裏
に

は

空
也
の

遺
弟
の

姿
が

書
か

れ

て

い

る
、

よ
っ

て

「

ハ

チ
た
乂

き
」

と
名
つ

く
と

あ
る

。

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

ノ

　
　
　
い

つ

も
冬
に

な
れ
は

。

さ
む

き
霜
夜
の

あ
け
か
た

。

な

に
こ

と

に

か
あ
ら
ん

。

た

か
く
の

乂

し

り
て

大
路
を

す
く
る

。

か

れ

か

声
い

　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
ふ

　
と

と

た
へ

か

た

く
め

さ
め
て

。

不
図
聞
き
つ

け
た

る

ハ

。

卯
花
の

か

け
に
か

く
る
乂

こ
乂

ち
す

　
　
は

ち
た
乂

き
あ
か
つ

き
か

た

の
一

こ

ゑ
ハ

冬
の

夜
さ
へ

も
な
く
ほ

と
乂

き
す

　
天
哉

　

長
嘯
子

「

辞
世
」

と

「

詞
書
」

を

考
え
る

た
め

に

私
が
知
っ

た

次
の

こ

と

か

ら

進
め

た
い

。

よ

り

後
の

世
で

あ
る

が
、

「

京
中
に

こ

の

淋

し

さ
や

鉢
た
乂

き
」

蝶
夢

、

の

句
も
あ
る

。

浄
土

宗
の

僧
、

蝶
夢
編

「

は

ち

た
た

き
」
（
明
和
五

年
版
）

所
収
の

句
で

あ
る

。

編
は
、

鉢
叩
の

音

に

あ
は

れ

を

催
し

、

こ

の

蝶
夢
の

句
を

、

立

句
に

し

て

九

吟
歌
仙
一

巻
を

興
行
し

、

巻
頭
に

は

長
嘯
子
の

歌
等
を
掲
げ

、

芭
蕉
以

下
の

多
く

の

鉢
叩
き
の

発

句
を

集
め
］

書
と
し

た
も
の

で

あ
る

と
い

う
（
「

古
典
大
辞
典
」

）

。

「

淋
し

さ

や
」

と
い

う
。

鉢
た
乂

き
の
（
声
と
）
、

音
を

淋
し
い

と

聞
く
者
も

あ
る

。

子
の

歌
の

風
気
は

こ

こ

に

伝
わ
っ

て
い

る
。

　
江
戸

に

あ
っ

て

は
、

庶
民
の

風
俗
行
事
が
あ
っ

た
。

墨
絵
で

、

右
上

空
か

ら

飛
翔
下

降
す
る

鳥
と
、

左
下

の

家
並
み

の

う
え
に
、

何
や

ら
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の

青

葉
を
そ
の

先
端
に
た

ば
ね
る

、

高
い

竹

竿
が
、

幾
本
か

か

か

げ
ら

れ

て

い

る

扁
額
を
見
て

、

そ
れ

が
ホ

ト
ト
ギ
ス

で

あ
る

こ

と

を

知
っ

た
。

後
に
、

江

戸
の

風

俗
図
絵
の

、

カ

タ
ロ

グ

に

同

構
図
の

作
品
を

確
認
し

た
。

別
名
「

し
で

の

た

お

さ
」

、

「

た

ま
む
か

え
ど

り
」

な

ど
と

い

わ

れ

た

魂
迎

え
の

ほ

と
と

ぎ
す

、

江
戸
の

お

盆

の

風
俗
で

あ
っ

た
。

　

氏
は

、

先
の

長
嘯
子
の

歌
を

「

月
雪
の

あ
わ

れ

の

ほ

か

に
、

寒
夜
の

す
ご

み

を
き
か
せ
た
」

と

言
わ

れ

る
。

冬
に

は
こ

の

国
に
い

な
い

化

鳥
の

、

鋭
い

飛
翔
が

見
え
る

よ

う
で

あ
る

。

読
者
と

し
て

は
、

そ
れ
だ

け
で

は

な
い

。

こ

の

詞
書
の

「

持
仏
の

具
に

得
た
」

と
、

こ

れ

に

次

ぐ
「

ふ

た
」

ひ

か
の

故
郷
に

た

ち
か
へ

り
て
」

の

「

辞
世
」

、

詞
書
と

歌
に

延
引
し

て
、

卯
花
の

咲
く
頃
の

豊
か

な

光
の

広
が

り
の

思
い

と

も
に
、

夜
寒
に

目

覚
め

て

ま
ど

ろ

む
こ

と

な
ら

ず
、

長

嘯
子、

な

お

転
々

と

す
る

心
の

さ
ま
を

加
え
た
い

。

そ

こ

に

長

嘯
子
（
中
期
の

歌
か
）

の
、

勧
進

坊
「

鉢
た

た

き
」

へ

の

憐
憫

、

仏
の

慈
し

み
、

悲
し

み

が

封
ぜ

ら

れ

て

い

る

と

思
わ

れ

る

か

ら

で

あ
る

。

こ

の

歌
は

次
の

歌
に

呼

応
し

て
い

る
。

子
、

前
期
の

歌
、

聚
楽
第
で

の

和
歌
の

会
に

、

幽
斎
が

点
を

懸
け
な
か
っ

た

歌
で

あ
る

。

　

　

雨

に

な

く
さ
の

・

わ

た

り
の

ほ

と
・

ぎ
す
な

れ

も
や

ど

れ

る

か

げ
や

な

か

ら

ん
（
頁
一

八

六
、

二

〇

四
）

　

氏
は

以
下
の

言
葉
を

も
っ

て
、

こ

の

論
考
を

終
え
る

。

「

辞
世
に

無
用
の

注
を
つ

け
て

み

せ

る
こ

と
は
な
い

。

た

だ

こ

れ
を

読
み

な

が

す

た
め

に
、

次
に

録
し
て

お

く
」

。

（

頁
二

二

八、

九）

　

　
　

王

公
と
い

へ

と

も
。

あ
さ

ま
し
く
人
間
の

煩
を
ハ

ま

ぬ

か
れ
す
な
に
の

や

く
な
し

。

す
へ

て

身
の

む

ま
れ
い

て
乂

さ
ら

ん

に
は

し
か

　

　

し
。

ま
し
て

い

や

し
く
ま
つ

し
か
ら
ん
ハ

い

ふ

に

た

ら

す
。

さ
れ
ハ

死
は

め

て

た

き
も
の

也
。

ふ

た
」

ひ

か

の

故
郷
に
た

ち
か
へ

り
て

。

　

　

は
し

め

も
な
く
を
ハ

り
も
な
き
た

の

し
ひ

を

う
る

。

こ

の

た
の

し
ミ

を
ふ

か

く
さ

と
ら

さ
る

と
も
か

ら
。

か
へ

り
て
い

た

ミ

な

け
く
。

　

　

を
う

か

な

ら

す
や
と

そ

　

　
　

　

つ

ゆ

の

身
の

き
え
て

も
き
え
ぬ

を
き

所
く
さ

葉
の

ほ

か

に

又
も

あ
り
け
り

　

　
　

あ
と

ま

く
ら
も
し

ら

す
や

ミ
ふ

せ

り
て

。

く
ち
に

出
る

を
ふ

と
か

き
つ

く
る

。

人
わ

ら
ふ
へ

き
こ

と
な

り
か
し

　
天

哉

　

と
こ

ろ

で
、

石
川
氏
の

確
定
的
な

長
嘯
子
像
は

次
の

如
く

で

あ

る
。

　
「

長

嘯
子
は

身
分
に

お

い

て

も
と

堂
上
か

ら
地
下

に

落
ち
た

ナ

リ

サ

ガ

リ
で

あ
っ

て
、

落
ち
た

と

こ

ろ

が

歌
の

福

田
、

そ
の

生
活
も
地

下
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の

仲
間
附
合
に

す
べ

り
こ

ん
で

ゆ

く
こ

と

を
当
人
が
た

め

ら
っ

て

い

な
い

。

す
な
わ

ち
、

俗
に

入
っ

て

あ

そ
ぶ

も
の

で

あ
っ

た
。

L

（

頁一

＝

八）　
「

長

嘯
子

が

和
漢
の

書
を

集
め

て

こ

れ
を

読
む
こ

と
を

好
ん

だ

お
も
む

き
は
つ

と

に

山
家

記
（

東
出
〉

に

も

出
て

い

る
。

ま
た

歌
の

あ
そ
び

に

か

け
て

は
、

　
　
　
　

内
な

る

わ

び

し
さ
に

耐

え
て

、

来
世
も
し

仏
と

や

ら
い

う
も
の

に

な
り
そ

こ

な
っ

た
と

き
は

と
、

軽
く
い

い

な
が

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
ヘ

　
　
へ

し
た
の

は

表
現
上

の

家
の

芸
で

あ
っ

た
。

シ

ミ

に

な
っ

て

み
せ

る

と
い

う
善
謔
を
も
っ

て
、

み

ず
か

ら

山
居
の

日
々

を

あ
し

ら

う
。

た
だ

仏

と

は
い

い

な
が

ら
、

長
嘯
子
の

隠
栖
は

仏
法
に

帰

依
し

た
こ

と

に

は

な
っ

て

い

な
い

。

帰
依
し

て

な
ん

と
す
る

。

俗
に

非
ず
僧
に

非
ず
と
い

う

境
に
こ

そ
、

わ

ず
か

に

あ
ぶ

れ

も
の

の

身
の

置
き
ど

こ

ろ

が

あ
っ

た
」
（
頁
二

二

四
）

。

　

次
い

で
、

ま
た

、

「

こ

の

歌
よ

み

は

歌
を

こ

そ
よ

む

が
、

歌
の

学
問
は

欲
し

て

い

な
い

。

…

i
拳
白
堂
の

蔵
書
は

老
聴
儒
仏
に

わ
た
っ

た

と
し

て

も、

そ
こ

に

も
と
め

た

も
の

は

思
想
で

も

な

く

信
仰
で

も
な

く
、

知
識
で

す
ら

な
か
っ

た

よ

う
で

あ
る

。

ー
ほ

と

ん

ど

漢
意
仏
意

の

浸
潤
を
こ

う
む
っ

て

は
い

な
い
」

。

（

頁
二

二

六）

で

あ
る

。

　

氏
の

長
嘯
子
像
は

「

世
捨
て

人
」

、

「

俗
に

入
っ

て

あ
そ
ぶ
」

・
「

俗
に

非
ず
繕
に

非
ず
と

い

う
境
」

に

お
い

て

「

い

つ

よ

り
有
る

と
も
し

ら

ぬ

ふ

る

き
な

り
ひ

さ
こ

の

器
扁

と

し
て

、

既
に

十
分
に

尽
く
さ

れ

て

い

て
、

こ

の

詞
書
「

辞
盤
」

の

有

無
に

拘
わ
る
と

こ

ろ

で

は

な
い

と
、

言

う
よ

娘、

彼
の

見
解
か

ら

す
れ

ば

あ
っ

て

は

な

ら

な
い

ご

と

く
で

あ
る

。

　

氏
の

近
代

知
識

人
と
し

で

の

知
性
的
造

語
、

「

俗
に

非
ず

僧
に

非
ず
と
い

う
境
」

に

あ
る

と

言
う
の

に
、

仏
の

慈
し
み

悲
し

み

が
封
ぜ

ら

れ

て
い

る

な
ん

ぞ
、

「

法
に

帰
依
し
て

な
ん

と

す
る
」

、

と
ん

で

も
な
い

と

は
、

氏
の

言
葉
に

よ

れ

ば

善

謔
で

あ
る

。

　

さ

て
、

爾
来

、

私
は
、

氏
の

結
語
の

こ

の

文
言
に

注
目
し

て
、

異

議
あ
る
と

こ

ろ

を

述
べ

よ

う
と

し
て
い

る
。

先
の

「

は
ち
た
た

き
」

の

詞

書
に

は
、

匏
の

器
を

「

持
仏
の

具
に

得
た
」

と

あ
る

も
、

こ

こ

で

仏

法
に

帰
依
す
る

し
な
い

を
問
題
と
は

し

な
い

。

上
記
の

ご

と

く
で

あ

る

の

で
、

た

だ

氏
の

紹
介
さ

れ

て

い

る

詞
書

、

辞
世
の

文
需
を
の

み
に

あ
え
て

拘
わ
る

こ

と
に

す
る

。

　
「

雑
記
」

の

ど

こ

に

も
仏
典

、

経
論
名
に

関
す
る

記
載
は

見
え
な
い

。

辞
世

、

詞
書
の

文
言
と
心
は

、

長

嘯
子
生
来
の

現
実

、

栄
枯
盛
衰
、

そ
の

身
分
相
応
ゆ
え
の

体
験

、

無
常
哀
感
を

語
る

も

の

で

は

な
い

。

ま
た

、

歌
の

遊
び

の

自
然
詠
か
ら
お

の

ず
と

知
り
得
た

世

界
観
で

も
な
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い
。

た

ん

な
る

因

果
応

報
の

御
説
教
で

も
な
い

。

歌
の

歴
史
に

残
さ

れ

て

き
た

文
言
句
々

を
、

取
り
あ
つ

め

た

も
の

で

も
な
い

。

　
氏
は

、

我
々

に

知
ら

し

め

て

く
れ
た

こ

の

詞

書
を

読
み
な
が

す
こ

と

に

よ
っ

て
、

長

嘯
子
像
を

そ
の

「

本
性
」

と

し

て
、

自
ら

「

俗
に

非

ず
僧
に

非
ず
と
い

う
境
」
（
非
僧

非
俗
で

あ
る
）

に
、

な

り
下

り
、

そ
こ

に

佇
立

す
る

者
と

し

て

の

「

歌
の

福
田
」

以

外
に

迫
る

こ

と
を

、

あ
え

て

避
け
た

の

で

あ
る

。

　
「

王
公
と
い

へ

と
も

。

あ
さ

ま

し

く
人

間
の

煩
を
ハ

ま

ぬ

か

れ
す
な

に
の

や

く
な

し
。

す
へ

て

身
の

む

ま

れ
い

て
乂

さ
ら
ん

に

は

し

か

し
。

ま
し

て

い

や

し
く
ま
つ

し

か
ら
ん

ハ

い

ふ

に

た

ら

す
」

。

こ

れ
は

、

古
か

ら

の

常
識
で

あ

り
長
嘯
子
の

体
験
で

も

あ
る

。

古
来

、

詠
み

も
さ

れ

た

「

無
常
」

で

も

あ
る

。

　

以

下

は
、

自
ら

が

み

ず
か

ら

選
ん
だ

、

い

や

し

く

ま
ず
し
き
身
と

し

て

俗
に

ま
じ

わ
っ

て

生

き、

裸
で

生

ま
れ
た

か
ら
に

は

裸
で

死
ぬ

の

さ

と
、

軽
々

に

口
に

す
る

こ

と

な

ど
と

は
、

ま
っ

た

く
無
関
係
の

こ

と
が

ら

で

あ
る

。

「

内
な

る

わ
び

し
さ

に

耐
え
て
」

歌
に

遊
ぶ

と

こ

ろ
、

「

世
捨
て

人
」

と

し

て
、

み

ず
か

ら
を
こ

の

世
間
に

韜
晦
す
る

者
に
、

無
用
の

辞
世
で

あ
っ

た

と

解
す
る

こ

と

は

出
来
な
い

。

　

小
題
に

掲
げ
た

文
言
は

、

「

歌
の

遊
び
」

「

歌
の

福
田
」

か

ら
の

み

で

は
、

生

ま
れ
な
い

世
界
観
で

あ
る

。

氏
は

意
図
し

て

こ

れ
を

読
ま
な

い
。

　
　
　

　
　
　

　
　
ヘ

　

　
へ

　

詞

書
の

最
後
に

「

と
そ
」

と

あ
る

。

こ

こ

に

思
わ

れ

る
こ

と
は

、

氏
の

言

う
如

く
、

世
捨
て

人
の

境
涯
に

あ
っ

て
、

歌
の

遊
び

心
が

読
み

す
て

た
、

経
論
の

言
葉
と

世
界
観
が

内
化
さ
れ
て

い

て
、

そ

の

最
期
の

心
を
歌
に

記
る

そ
う
と

す
る

時、

自
然
の

こ

と

と

し
て

「

く
ち
に

出

る

を

ふ

と

か
き
つ

く
る
」

こ

と

に

な
っ

た

で

あ
ろ

う
こ

と
で

あ
る

。

本
好
き
の

長

嘯
子
の

机
辺
に
（
東
山

隠
棲
時、

頁
一

七
七
、

も
ろ

こ

し

の

文、

一

千
五

百
巻

、

頁
二
一

二
）

文
章
詩
家
で

も

著
名
な

空
海
の

論
著
が

無
か
っ

た

と

も
、

言
え
な
い

と
い

う
こ

と

で

あ
る

。

　
「

ふ

た
乂

ひ

か

の

故
郷

に

た

ち
か
へ

り
て
」

に

は
、

思

想
、

世
界
観
と

し

て

の

真
言

教
理

上

の

根
本
的
な

意
味
が

付
与
さ
れ

て

い

る
。

そ

れ

を

要
約
す
る

。

　

大
乗

仏
教
で

は
、

こ

の

宇
宙
・

世
界
の

万

象
は

「

相
互
依

存
同
時
生
起
」

（
縁

起
）

し

て

お

り
、

万
象
の

全
て

は
、

始
め

の

始
め

無
く

、

終

わ

り
の

終
わ

り
も

無
い

と
い

う
。

そ
の

用
語
で

は
、

「

不
生
不
滅
」

、

「

生
・

滅
不
可

得
」

・
「

空
」

で

あ
る

。
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真
言
密
教
は

、

こ

の

「

絶
対
否
定
」
（
色
即
是
空
）

を

止
揚
し
て
（

空

即
是
色
）

の

境
位
を

展
開
し
た

天

台
・
「

諸
法
実
相
」

と
、

華
厳
・
「

法
界
縁

起
」

の

思
想
を
包
含

、

止
揚
し

、

更
に
「

絶
対

肯
定
」

の

世

界
観
と

し

て

展
開
し
た

。

そ
こ

に

お
い

て
、

我
々

の

現
実
「

世
・

界
」

が

「

絶

対

肯
定
」

の

世

界
そ

の

も
の

で

あ
る

こ

と

を
提
示

す
る

。

こ

の

「

真
言
実

践
哲
学
」

の

境

位
を

象
徴
す
る

言
葉
が

「

本
不
生
」

（

P

身
磐
⊆

6
勉

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　

梵
字

α

巴

梵
語）

で

あ
る

。

「

本
」

（

巴冖
）

は

本
初
・

無
際
限
・

真
実

際
の

意
、

「

不
生
」

（
營
・

6
巴
帥
）

の

頭
字
が

、

阿
字
（
曽

惹

邑
「

ア
」

で

あ
る

。

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
ヘ

　
　
ヘ

　
　
へ

　
「

絶
対
肯
定
」

の

世
界
と
は
い

か
な
る

こ

と
で

あ
る

か
。

空

海
は

、

こ

の

縁
起
世

界
の

真
実
際
・
「

本
不
生
」

を

覚
智
し

た

「

当
体
」

が
、

「

六

大
法
身
大
日

如

来
」

で

あ
る

と

言
う

。

即
ち

「

本
不

生
の

世
界
」

自
ら

が
、

自
ら

を

覚
智
（
自
内

証）

し

た

の

で

あ
る

。

　

さ
ら
に

、

こ

の

当
体

、

宇
宙
世

界
そ
の

も
の

で

あ
り

、

そ
の

も
の

で

あ
る
こ

と

を

自
ら

が
覚
智
し
た

如
来
を

、

具

象
的

象
徴
「

地
、

水
、

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

ヘ

　
　

へ

火
、

風
、

空
、

識
」

（

六

大
・

要
素）

、

物
質
的
五

種
と

、

後
の

識
・

意
識
（
心
）

と
で

表
現
し

た
。

身
・

心

あ
る

人

格
体
「

六

大
法
身
大
日
如
来
」

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
ヘ
　

　
ヘ

　
　
ヘ

　
　
ヘ

　

　
へ

の

出
現
で

あ
る

。

こ

の

宇

宙
世

界
は

「

法
身
」

大
日

如
来
そ

の

も
の

で

あ
り

、

宇
宙

、

自
然
万

物、

「

人
・

問
」

の
、

人
の

、

お
い

て

あ
る

　
ヘ

　

　
へ

「

本

体
」

で

あ
る

。

　
　
　

　
　
　
　

　
ヘ

　
　

へ

　
こ

こ

で

あ

え
て

「

本
体
」

、

「

人
・

間
」

と

し

た
。

宇

宙
世

界
、

森

羅
万

象
、

即
ち

「

大

日

如
来
」

の

な

か

の

「

人
・

間
」

で

あ

り
「

人

間
」

で

あ
る

。

「

人
・

問
」

で

あ

り
「

世
・

間
」

で

あ
る

。

そ
こ

に

人
は

人

と

し

て

生
き

死
に

し

て

い

る
。

人
の

現
実
社
会
で

あ
る

。

「

歴
史

的
世
界
」

と

言
わ

れ

る
。

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
ヘ

　
　
へ

　
人
は

「

お
い

て

あ
る
」

「

人
・

間
」

・

現
実
社
会
に

生

き
死

に

し

て

い

る
。

そ
の

人

が

「

法
身
如
来
」

の

境
界
に

体
達
し
た

も
の

で

あ
れ

ば
、

如
来
と

同
体
で

あ
る

。

で

あ
る

か
ら

、

さ

ら

に
、

本
来、

如
来
の

境

界
（
覚
り
の

心
・

菩
提

心
）

は
、

自
ら
が

内

在
し

て

い

る

の

で

あ

り
、

人
は

本
来
「

仏
」

な
の

で

あ
る

と
い

う
。

　
「

阿
字
の

子
」

が

「

ま
た

立

ち
返

る
」

べ

き
「

阿

字
の

故
郷
」

か
ら

こ

の

「

人
・

問
」

、

「

世
間
」

に

生
ま

れ

来
て
い

る

の

で

あ
る

。

こ

の

　
　
　

　

梵
字

こ

と

を
、

「

阿
字
の

子
」

、

本
来
「

仏
」

の

子
が

「

ま
た

立
ち
返
る

阿
字
の

故
郷
」

と

云

う
の

で

あ
る

。

　
そ
こ

で
、

「

人
・

問
」

に

あ
っ

て
、

求
法
の

者
に

は

こ

の

提
示
さ
れ
た
思
想
に

基
づ

い

た
、

種
々

の

行
法
が

整
え
ら
れ

て

い

る
。

「

即
身
成

仏
」

の

修
法
で

あ
る

。

そ
の
一

つ

が
、

根
本
的

で

あ
り
日

常
の

そ
れ
で

も

あ
る

「

ア

字
」

、

こ

れ

を

月
輪
に

図

書
し

て

観
想

す
る

「

阿
字
観
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法
L

で

あ
る

。

こ

こ

で

は
、

こ

れ

ら

の

意
味
で

空
海
の

「

実
践
哲
学
」

と

称
し
た

。

　
究

極
的
に

は
、

如
来
の

覚
智
・
「

自

内
証
」

（

自
ら

が

自
ら

を

証
ら

か

に
し
た
∀

に

お

の

ず
か

ら

伴

う
大
慈
悲
（
悲
に

伴
う
慈）

は
、

人

間
の

歴

史
と

時
代
を
超
え
た

常
恒
の

い

の

ち
、

人

の

喜
び

と

悲
し
み
の

境
を

超
え
た

大
い

な
る

心
の

平
安
と

し
て

、

吾
人
に

常
恒
に

作

動
し
つ

つ
、

偏
在

し
、

顕

現
し

て

い

る
と

確
言
し
て

い

る

こ

と
で

あ
る

。

空
海
は

、

真
実
の

自
己
に

目

覚
め

よ

と

「

秘

蔵
宝
鑰

序
」

に

次
の

如
く
諭
し

て

い

る
。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

し
し
よロ
ワ

　
　
三

界
の

狂
人
は

狂
せ
る
こ

と

を

知
ら

ず
。

四
生
の

盲
者
は

盲
な
る
こ

と

を
識
ら

ず
。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
く

ら

　
　
生
れ

生

れ

生
れ

生
れ
て

生
の

始
め

に

暗
く

、

死
に

死
に

死
に

死

ん
で

死
の

終
わ
り
に

冥
し

。

　

我
々

が

現

実
世

界
、

「

世

界
」

、

「

歴

史
的
世

界
」

を
、

ど

の

よ

う
に

生

き
る

か
、

生

き
て
い

る

か

の

問
題
で

あ
る

。

俗
非
俗
に

か

か

わ

ら

ず
、

人

の

自
力
に

対

す
る

確
信
と

、

他
力
的
救
済
の

願
い

が

込
め

ら

れ

て
い

る
。

　
以

上
、

「

秘

蔵
宝
鑰
」

を
主
と

し

た
空

海
実
践
哲
学
の

要
綱
で

あ
る

。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
し

い

き

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ま

つ

き

　
し
ょ

う

り
ょ

う

　

空
海
の

す
ぐ
れ
た

著
作

「

三

教
指

帰
」

「

秘
蔵
宝

鑰
」

、

「

秘
密
曼
荼
羅

十
住
心

論
」

、

「

般

若
心

経
秘
鍵
」

、

「

遍
照
発
揮

性

霊

集
」

、

「

文

鏡
秘
府
論
」

等
は
、

そ

れ

ぞ
れ

、

時
代
の

文
化
人

、

識

者
に
よ

っ

て

読
ま
れ
た
も
の

で

あ
る

。

　

ち
な

み

「

三

教
」

は

儒
、

道
、

仏
教
の

人
間
比

較
論
で

あ
る

。

略
論

、

広
論
の

「

秘

蔵
」

・
「

十

住
」

は
、

人
外
の

動
物
の

心
か
ら

は

じ

ま

っ

て
、

「

人
・

問
」

の

倫
理

、

政

治

的
人

間
に
つ

い

て

の

三

段
階

。

こ

れ

を
超
越

す
る

出
家
の

理

想
を
生
き
る

世
界

観
、

小

乗
、

大
乗、

そ

の

密
教
に

至
る

階
梯
を

七

段
階
に

次
第
し

て

考
察
す
る

。

こ

の

第
七

住
心
が

、

綱
要
に

述
べ

た

「

絶
対
否
定
」

の

境
位
で

あ
り

、

さ
ら
に

否

定
の

否
定
・

絶
対

肯
定
の

世
界

を
説

く
の

が
、

真
言
実

践
哲
学
な
の

で

あ
る

。

「

秘
鍵
」

は

先
に

祐
宜
の

項
で

触
れ

た

「

心

経
」

を
、

五

段

に

分

け
て

真
言
密
教
の

境
意
を

説
く
も
の

と

し
て

解
釈
す
る

。

「

性
霊
」

は
、

空

海
の

詩

文
、

碑
文

、

上

表

文
、

雑
文

、

講

讃
、

願

文、

手

紙
等
の

編
集

。

「

秘

府
論
」

は
、

唐
代
以

前
の

も
の

を

含
む

、

修
辞

、

作
詞

、

審
美
論
に

わ
た

る

歌
論
で

あ
る

。

　

長

嘯
子
の

詞
書
に

は
、

小
題
に

掲
げ
た

文
言
を
は

じ

め
、

空
海
の

実
践

哲
学
の

世

界
観
を

表
現
し
た

文
言

、

句
々

が

籠
め

ら
れ
て

い

る
。

た
と

え
ば

、

空

海
の

要
綱
に
ふ

れ

た

「

秘

蔵
宝

鑰
序
」

に

あ
っ

て
、

こ

の

書
を

読
む

者
は

、

ま

ず
、

七

言
の

先
の

句
に

注
目
し
て

お
の

れ

を

知
る
の

で

あ
る

。

こ

の

書
を
始
め
、

詩

文
を

含
む

「

精
霊

集
」

、

歌
論
「

秘
府
論
」

等
々

。
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「

阿

字
の

子
」

は

「

ま
た
立

ち
返
る
」

べ

き

「

阿
字
の

故
郷
」

か

ら
こ

の

「

人
・

間
」

、

「

世
間
」

に

生
ま

れ

来
て

い

る

の

で

あ
る

。

こ

の

期
に

及
ん

で

の

言
葉
で

は

な
い

。

生

死
の

超
越

、

そ
の

生
を

生

き
る

こ

と
の

諦
観
と

し

て
の

世

界
観
で

あ
る

。

生

死
を

見
据
え
た
と

こ

ろ

を

生

き
る

心

で

あ
る

。

　

さ

て
、

「

近

世
畸
人
伝
・

続
近
世

畸
人
伝
」

平
凡
社
刊
に
よ

れ
ば

、

石
川
氏
の

読
ま
ざ
る

解
あ
り

、

三

熊
花

顛
・

伴
蒿

蹊
の

読
め

る

解
あ

り
で

あ
る

。

石
川
氏
に

は

「

諸
国
畸
人
傳
」

筑
摩
書

房
（
昭
和
三
二
）

刊

が

あ
る

。

元
、

「

別
冊
文
芸
春
秋
」

連
載
の

著
で

あ
る

。

挿
絵

、

木
村

荘
八
と

あ
り

、

「

伝
」

と

同
じ

試
み

で

あ
る

。

「

伝
」

に
つ

い

て

の

な

に
ご

と
か

が
と

考
え
た

が
、

そ
れ

を

見
る
こ

と

は

で

き
な
か
っ

た
。

　
「

続
近

世
畸
人

伝
」

は

最

後
に

長
嘯

子
を

取
り
上

げ
て

い

る
。

こ

れ

に

は

理

由
が
あ

る
。

「

続

編
」

は
、

花

顛
（

正

編

挿
画
者
）

の

草
稿
を

蒿

蹊
が
補
し

て

成
る

。

完
成
は

花
顛
没
後
三

年
（
寛
政
八
辰

、

秋）
。

刊
行

、

寛
政
十

年
戊
午
孟
春
（

一

七
九
八）

で

あ
る

。

　

第
一

巻
、

花
巓
子
序
、

閑

田
子
（

蒿
蹊
）

題

言
、

花
顛
伝

等
よ

り
始
ま

り
、

最
終

第
五

巻
、

最
末
に

長
嘯
子

を

編
す

。

子
の

「

挙
白
集
」

よ

っ

て

取
り
上

げ
る

歌
は

、

長

嘯
子
最
期
に

向
か
い

つ

つ

あ
る

晩
期
の

歌
で

あ
る

。

東
山
を

出
る

に

あ
た
っ

て
、

寛
永
十
七

年
（
一

六
四
〇
）

の

頃
と

か
や
と

し
て

次
の

歌
が

あ
る

。

　

　
　
　
　

　
　
　

　
　

ま

ず
た

ゆ

　

　
生

く
る

日
の

宿
の

烟
ぞ

先
絶
る
つ

ひ

の

薪
の

身
は

の

こ

れ

ど
も

　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
し
ょ

う
じ

じ

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

そ
の

　

ま
た

、

小
塩
山
（

西
山
）

は

勝
持

寺、

俗
に
は

な
の

寺
と

い

ふ

が

か
た

は

ら
也

。

其
住
侶
の

僧
、

忠
海
の

よ

し

み

に

よ

る

と

な
ん

。

　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
し

ひ
　

　
も

と

　

　
後
瀬
山
の

ち
住
や

ど
も

椎
が

本
な
ど

落
ち
ぶ

れ

て

数
な
ら
ぬ

身
ぞ

　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
ヘ

　

　へ

　

　
山

ふ

か

く
す
め

る

心
は

花
そ

し

る

や

よ
い

ざ

桜
も
の

が

た

り
せ

ん
（
石
川
採、

傍
点、

森
）

　

　
わ

れ

も
い

つ

の

あ
ら
ま
し

か

な
ふ

山
里
に

し

め

え
て

ぞ

み

る

窓
の

月
か

げ
（

い

つ

・

逸
、

森）

こ

れ

ら

の

歌
の

後
、

詞
書

、

辞
世
を
録
し

て
、

「

遺
言
の

ま

ま
に
一

木
の

松
の

も
と

に

葬
る

。

」

と

あ
る

。

　

次
い

で
、

思
孝
（
花
巓）

云

う
と

し

て

　

　
元

政
上
人
（
続
第
一

巻
所
収）

は

竹
三

竿
を
な

き
あ
と

の

し

る

し

と

し

給
ふ

。

こ

の

翁
は

松
冖

も
と

　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
こ

ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
ぎ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ト

也
。

お

の

れ

も

人
が

ま
し
け
れ
ど

う
ら
や

ま
し

く
、

去

年
死
せ

ん

と
せ

し
比

、

友
が

き
に

契
て

、

さ

く
ら
一

本
を

印
に

な
し

、

か

ら

は

売
茶

　

　
な

ら
ひ

翁
に

倣
て

折
骨
に

し
（
薪
の

身、

火
葬

。

森
∀

給
れ
と

遺
言
し
つ

れ
ど

、

お
ぼ
え

ず
な
が
ら

え
て

、

こ

の

稿
を
編
も
の

な

り
。
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首
尾
は

閑
田

子
（
蒿
蹊）

題

言
の

ご

と

く
で

あ

り
、

長

嘯
子
の

最
期
と

花
顛
最
後
と

を
か
さ
ね
て

の

「

続
編
」

で

あ
る

。

当
書
校
注
者

宗
政

氏
に

よ

れ

ば
、

先
の

「

鉢
た

た

き
」

の

音
を

「

淋
し
い
」

と

聞
い

た

僧

夢
蝶
は
、

蒿
蹊
の

友
人
と

し
て

、

共
に

近
世
後
期
に

お

け
る

和
文
文

章
の

隆
盛
を

促
進
さ
せ

た

人
物
で

あ
る

。

い

ず
れ
も
京
に

住
ま
い

す
る

者

達
で

あ
る

。

　

花
顛
は

「

挙
白

集
」

に

よ
っ

て

い

る
。

「

続
近

世
畸
人
伝
」

所

収
の

「

詞
書
」

に
は

問
題
が

あ
る

。

文
意
か

ら

し
て

石
川
氏

架
蔵

「

挙
白

集
」

、

慶

安
庚
寅
暮
春

吉
辰
板
（
慶

安
三

年）

が

正

し
い

。

花
顛
の

稿
か

、

蒿
蹊
も

和
文
と

し

て

手
を
い

れ

て

い

る
。

或
い

は

筆
耕
か

、

当

書
校

注
者
の

言
は

無
い

。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
ヘ

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

ヘ

　

　
ヘ

　
　

ヘ

　

　
ヘ

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
へ

　
「

王
公

と
い

へ

ど
も
浅
ま

し

き
」

「

す
べ

て

身
の

う
ま
れ

出
ざ
ら
ん

に

は

し

か

じ
」

「

い

ふ

に

も
た

ら
ず
」

「

お

ろ

か

な

ら

ず
や

。

」

で

あ
る

。

こ

こ

で

は
、

こ

れ

ら

を

無
視
し
て

石
川

氏

架
蔵
本
に

従

う
。

　

私
は

應
其
と

長
嘯
子
の

幾
た
び

か
の

出
会
い

を
想
像
し
て

い

る
。

十

分
に

あ
り
う
る
こ

と

で

あ
る

が

そ
の

資
料
を

求
め

得
て
い

な
い

。

い

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
梵
字

つ

の

頃
か

ら
か
、

お

そ

ら

く
は

既
に
、

第
二

期
東
山
時
代
に

、

長

嘯
子
を

支
え
た

世

界
観
が

あ
っ

た
。

先
の

如
く
「

阿

字
の

子
」

が

「

ま
た

立
ち
返
る

阿
字
の

故
郷
」

で

あ
る

。

「

阿
字
観
法
」

こ

れ

を

長
嘯
子
が

修
し
た
と

言
う
の

で

は

な
い

。

　

長

嘯
子
の

こ

の

諦

観
し

た

世
界

観
が

、

石
川

氏
の

「

俗
に

非
ず
僧
に

非
ず
と
い

う
境
」

に

お
い

て
、

「

歌
の

福
田
」

を

福
田
た
ら

し

め
、

「

内
な
る

わ
び

し

さ
に
」

耐
え
し

め
、

「

俗
に

入
っ

て

あ
そ
ぶ

も
の
」

た

ら
し
め

、

「

生

活
の

場
に

、

あ
や

ま

た

ず
み
つ

け
た

も

の

は

消
え
な

い
」

も
の

と

な
っ

て
い

て
、

そ
こ

に

「

歌
の

福
田
」

が
あ
っ

た

の

で

あ
る

。

　

先
に

述
べ

た

二

人
の

出

家
と

同
時
代
人

、

長
嘯
子
は

「

人
・

間
」

、

「

世
・

間
」

を
生
き
た

。

そ

し
て

、

「

そ
も

き
の

ふ

ハ

東
山

。

わ
し
（
霊

山
）

の

山

影
に

松
の

扉
を

し
め

。

け
ふ

ハ

大

原
野

。

小
塩
山

勝

持
寺
の

西
行
さ

く
ら
」

（
参、

頁
二
一

ニ

ー
三）

。

霊
（
鷲
）

山
は
、

子
の

歌
の

あ
そ

び
に

結
構
な

庭
続
き
で

あ
っ

た
。

　
い

ま
、

そ

の

さ
く
ら
、

花
の

余
慶
の

下
に

、

辞
世
を
述
べ

ん

と

す
る

。

「

く
ち
に

出
る

を

ふ

と

か

き
つ

く
る

。

人

わ
ら

ふ
へ

き
こ

と

な
り

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
ヘ

　

　
へ

か

し
」

こ

れ

は

単
な

る

付
け
た

し

で

は

な
い

。

子
の

日

常
の

「

非
僧
非
俗
と
い

う
境
」

の

心

体
が

言
わ

せ

た

言
葉
で

あ
る

。

　

月
も
さ

く
ら

も

歌
聖

西
行
の

友
。

西
行
の

歌
に

は

仏
の

こ

こ

ろ

が

詠
ま
れ

て
い

る
。
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阿字観法の 展開　 （四 ）（森口 ）

　

　
仏
に

は

桜
の

花
を
た

て

ま
つ

れ

わ

が

後
の

世
を
人
と
ぶ

ら

わ

ば

　
三

熊
花

顛
、

伴
蒿
蹊
は

自
ら
の
、

友
人
の

最
期
の

事
と
し

て
、

長
嘯
子
の

「

辞
世
」

「

詞
書
」

を

読
ん

で

い

る
。

　
以
上

、

長
嘯

子
は

、

「

阿
字
の

子
」

の

心
を

知
っ

て
い

て
、

歌
に

し

た

も
の

で

あ
る

と

考
え
る

。

次
の

詞

書
に

あ
る

「

」

の

言
葉
が

そ

れ

ぞ

れ
、

そ

の

こ

と

を
示
し
て

い

る
。

歌
は

そ
の

心
を

表
現
し

た

も
の

で

あ
る

。

　

　
　
王
公

と

い

へ

と

も
。

あ
さ

ま

し

く
人
間
の

煩
を
ハ

ま
ぬ

か

れ

す
な

に

の

や

く
な

し
。

「

す
へ

て

身
の

む
ま
れ
い

て
」

さ

ら
ん

に

は

し

　

　
か

し
」

。

ま
し
て
い

や

し

く
ま
つ

し

か

ら

ん

ハ

い

ふ

に

た
ら

す
。

「

さ

れ
ハ

死

は

め

て

た

き
も
の

也
」

。

「

ふ

た
」

ひ

か

の

故

郷
に

た

ち
か

　

　
へ

り
て
L

。

「

は

し
め

も
な

く
を
ハ

り
も
な
き
た
の

し

ひ

を

う
る
」

。

「

こ

の

た
の

し

ミ

を
ふ

か

く
さ

と

ら

さ

る

と
も
か

ら
」

。

「

か
へ

り
て

　

　
い

た

ミ

な

け
く

。

を

う

か

な

ら

す
や
」

と
そ

　

　
　

　
「

つ

ゆ
の

身
の

き
え
て

も
き
え
ぬ

を

き
所
く
さ

葉
の

ほ

か

に

又
も
あ
り
け
り

」

　

　
　
あ
と

ま

く
ら

も
し
ら

す
や
ミ

ふ

せ

り
て

。

く
ち
に

出
る

を

ふ

と
か

き
つ

く
る

。

人

わ

ら
ふ

へ

き
こ

と

な

り
か

し

　
天
哉

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
じ

ね

ん

　
こ

れ

を
読
む

限
り

、

剃
髪
遁

世
の

歌
人

長
嘯
子
の

詞
書
と
い

い

歌
と
い

い
、

こ

と

に

す
ぐ
れ

て

「

本
不
生
」

自
然
の

心
を

伝
え
て

い

る
。

こ

の

詞
書
が

な
い

か

ぎ
り

、

歌

は

句
に

言

う
月
並
み

で

あ
ろ

う
。

　
「

す
へ

て

身
の

む
ま
れ
い

て
Σ

さ

ら

ん

に

は

し

か

し
。

ふ

た
乂

ひ

か
の

故

郷
に

た

ち
か
へ

り
て
、

は

し
め

も
な

く
を
ハ

り
も
な
き
た

の

し

ひ

を

う
る

。

さ

れ
ハ

死
は

め

て

た

き
も
の

也
。

こ

の

た

の

し

ミ

を

ふ

か

く
さ

と
ら

さ

る

と

も
か

ら
。

か
へ

り
て

い

た

ミ

な
け
く
。

を
う

か

な

ら

す
や
」

と

の

こ

と
で

あ
る

よ
。

　

　
「

つ

ゆ
の

身
の

き
え
て

も
き
え
ぬ

を

き
所
く
さ
葉
の

ほ

か
に

又
も
あ
り
け
り

」

　

　
　
阿
字
の

子
が

阿
字
の

ふ

る

さ
と

た

ち
い

で

て

ま
た

立
ち

返

る

阿
字
の

ふ

る

さ
と

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
ヘ

　

　
へ

　
長
嘯
子
、

「

永
遠
の

ふ

る

さ

と

立
ち
い

で

て
」

、

こ

の

「

人
・

間
」

、

「

世
・

間
」

に
、

そ
の

「

本
体
」

を

生
き
、

「

ふ

た
」

ひ

か

の

故
郷
へ

た

ち
か
へ

L

り
、

「

は

し

め

も
な
く
お
ハ

り
も
な
き
た

の

し
ひ
」

を
得
た

。

「

竜
野
侍
従
勝
利

、

武
将
の

あ
ぶ

れ

も
の

、

地
下
の

側
に

す
べ

っ

た
」

隠
棲
の

歌

人
長
嘯
子

、

「

世
・

間
」

に

あ
っ

て
、

應

其
と
も

祐
宜
と

も

異
な
っ

て
、

「

非
僧
非
俗
」

の

世
捨
て

人
と

し
て

、

真
生
を
意
思
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智 山学報 第六 十二 輯

し

て

生

き

た
一

人
で

あ
っ

た
。

平
成
二

十
四

年
、

三

月
三

日

　

参
　
考

懐
英

　
記

　
「

高
野
春
秋

編
年
輯
録
」

大
日
本
佛
教
全

書
　
寺
誌
部

坂
本
正

仁

　
「

長
善
房
祐
宜

考
」

上
下

　
鴨
台
史
学
3．

4
号

「

密
教
大
辞
典
」

　
法
蔵
館

運
敞
　
撰
　
「

結
網
集
三

巻
」

大
日

本
佛
教
全

書
　
史
伝
部

栂
尾
鮮
雲

　
「

秘
密
仏
教

史
」

籟
慶）

高
野
山

大
学
　
同
全
集
刊
行
会

空
　
　
海

　
「

弘
法
大
師
著
作
全

集
」

第
一

−
第
三

巻
。

勝
又

俊
教
編
修
　
山

喜
房
仏
書
林
刊

憲
　
　
深

　
「

宗
骨
鈔
」

真
言
宗
全

書
第
二

十
二

巻
　
同
全

書
刊
行
会

那
須
政
隆
　

「

真
言
密
教
の

根
本
義
」

密
教
体
系
第
五

巻
　
法
蔵
館
所
収

宮
坂
宥
勝

　
「

阿
字
本
不
生
再

考
」

智
山
学
報
47
輯

高
楠
順
次
郎
他
編

「

釋
教

歌
詠
全

集
」

第
六

巻
　
東
方
出

版

天
蘆
懐
圓

　
「

真
言
宗
安
心
小
鏡
」

増

補
真
言
宗
安
心

全

書
　
編

著
長
谷
宝

秀

五

来

　
重

　
「

高
野
聖
」

角
川

新
書

石
川
　
淳
　
「

江
戸
文
学

掌
記
」

　
講

談
社
文
芸

文
庫

伴
蒿
蹊
・

三

熊
花
顛
「

近
世

畸
人

伝
・

続
近
世
畸
人
伝
」

宗
政
五

十

緒
校
注

　
平
凡
社

「

縮
約

　
日
本
文
学
大
辞
典
」

　
新
潮

社

「

日
本
古
典
文
学
大
辞
典
」

　
岩
波

書
店

森
口

光
俊

　
聖

憲
作

、

良

尊
鈔
注

「

病
中
寓
言

　
阿

字
観
鈔
」

考
（
一

、

二
、

三
）

　
智
山

学
報
平
成
二

十
ニ

ー
二

十
四

　

付

記
・

当

論
に

参

考
に

す
べ

き
二

著
あ
る

も

利
用
で

き
な
か
っ

た
。

「

高
野
山
と

真
言

密
教
の

研
究
」

五

来
重

編

名
著

出
版
所
収

。

和
田

昭
夫

244

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



CHISAN-KANGAKU-KAI 

NII-Electronic Library Service 

「

木
食
応

其
考
」

、

神
亀
法
寿
「

近
世
高
野
寺
領
と
そ

の

経
済
」

。

　
「

高
野

春
秋
」

慶
長
五

年
に

「

応
其

、

伏
見
陣
中
よ

り
江
州
飯
道

寺
に

遜
る
」

と
い

う
。

同
寺
と
應
其
と
の

関
係
は

明
ら
か
で

は

な
い

。

村
山
修
】

、

塙
書
房

「

山

伏
の

歴

史
」

に

は

「

中

世
を

通
じ

て

名
の

知
ら
れ

た
、

当
山

派
修
験
の

寺
、

飯
道
寺
」

と
し
て

そ

の

歴

史
、

一

山
の

結
構、

廃
仏
毀
釈

後

が
記
さ
れ
て
い

る
。
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〈

キ
ー

ワ

ー

ド
V

阿

字
の

子
、

木
食
応
其
、

智
積
院

祐
宜

、

歌
人
長
嘯
子
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